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バリアフリー旅行相談窓口・調査 発信
　障がい者といっても、バリアは人それぞれ。伊勢志摩BFTCが開発した『パーソナル
バリアフリー基準』(※)により、障がいの状態や旅の目的などを聞き取りながら、その方が
安心して旅を楽しんでいただけるために必要な情報を提供しています。また、地元の障
がい者らと一緒に伊勢志摩および三重県内の観光・宿泊施設、交通機関のバリアフリー
調査を実施し、情報発信を行っています。

地域の課題解決に向けたアドバイス
伊勢志摩BFTCは、お客様と事業者をつなぐ橋渡し役

旅館で
入浴介助を
利用したい

バリアフリー調査

声かけから車い
すの操作まで
学 ぶ ことが
できる 

その宿らしさを大
切にしたアドバイ
スを行う 

バリアフリー
接遇研修 

施設の
バリアフリー
改修アドバイス 

バリアフリー観光案内 観光地取材

※パーソナルバリアフリー基準… バリアフリーの基準を設備の有無や数値などによって定めるのではなく、「旅行
者それぞれのお身体の状態と希望を基準とする」という考え

伊勢志摩バリアフリーツアーセンターって何をしているところ？ 

海が見える
バリアフリーな
客室に泊まりたい

認知症の家族と一緒
にお風呂に入れる宿
はあるの？ 

車いすで
おいしいランチを
食べに行きたい 

　高齢者、小さなお子さん、体の不自由な方、目に見えない障がいがあ
る方など、旅行に不安を感じている多様な人びとが「行きたいところへ
行ける」を叶えるために、さまざまな活動を行っています。 

バリアフリー改修をしたいのでプロの
アドバイスを受けたい 

障がいのあるお客様の
おもてなしはどうすればいい？ 

NPO法人NPO法人

〒517-0011 三重県鳥羽市鳥羽
一丁目2383-13 鳥羽1番街1階
開局時間  9時30分～17時
定休日  木曜（繁忙期は無休） 

志
摩
市
、伊
勢
市
、鳥
羽
市
、南
伊
勢
町
の
3
市
1
町
で
は
、誰
も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、三
重
県
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
案
内
を
行
う「
伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
」の
活
動
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　事前のきめ細か
なアドバイスにより、
トイレや食事に配
慮が必要な障がい
児連れでも不安な
く、家族みんなで楽しい思い出ができました。 

問
い
合
わ
せ　
観
光
課　

４
４・
０
０
０
５　

４
４・５
２
６
２

３市１町共同企画３市１町共同企画
　

外
出
に
は
不
安
が
あ
る

け
れ
ど
、旅
行
へ
行
き
た
い
。

楽
し
み
た
い
。そ
ん
な
願
い

を
叶
え
る
の
が「
伊
勢
志

摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー

セ
ン
タ
ー
」で
す
。

三
重
県
を
日
本
一
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
地
に

　
「
伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ

ー
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

伊
勢
志
摩
B
F
T
C)

」は

2
0
0
2
年
に
日
本
で
初

め
て
の
高
齢
者・障
が
い
者

の
皆
さ
ん
の
た
め
の
旅
行

相
談
窓
口
と
し
て
、設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
、そ
の
地
域
の
人
々
に

と
っ
て
も
住
み
や
す
く
誇

り
を
持
て
る
地
域
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。 行

け
る
と
こ
ろ
か
ら
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
！

お客様の声

東京都 関
せ き

澤
ざ わ

 さん

事務局長事務局長

野野
のの

口口
ぐちぐち

 あゆみ あゆみさんさん  

中中
なかなか

村村
むらむら

  千千
ちち

枝枝
ええ

さんさん
(サービス介助士、福祉住環境コーディネーター) (サービス介助士、福祉住環境コーディネーター) 

中中
なかなか

山山
やまやま

 めぐみ めぐみさんさん
(建築士、福祉住環境コーディネーター) (建築士、福祉住環境コーディネーター) 

伊勢志摩バリアフリーツアーセンターのみなさん伊勢志摩バリアフリーツアーセンターのみなさん

バリアフリー観光の
推進を通して、地域
のみなさんと一緒に、
暮らしやすいまちづ
くりを広げる活動を
しています。 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
か
ら
広
が
る
ま
ち
づ
く
り

0599・21・0550
0599・21・0585

HP QR

行
け
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と
こ
ろ
か
ら
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い
と
こ
ろ
へ
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　障がい者の意見を採用したバリアフリ
ールームは、障がいの有無に関わらず、多
くのお客様に人気の客室です。「どんなお
部屋ならお客様に喜んでいただけるか」
を常に考え、お客様の声を取り入れてい
ます。

　バス5台のうち1台が車いす対応
の車両。車いすを使用している町民
が通院やちょっとしたおでかけや買
い物などにも便利に利用しています。

　伊勢神宮・内宮で障がいがある方や高齢者に
安心して伊勢の観光を満喫していただけるよう、
お手伝いする有償ボランティアです。参道での
介助や車いすのままでの正宮前の階段上げを
行っています。

　令和2年度にタンデム自転車ツア
ー造成に向けて、タンデム自転車の
パイロット育成研修および障がい者
に対する接遇研修等を実施しました。

　繁忙期(GW・お盆)に鳥羽駅で車いす・
ベビーカーの無料貸出、体の不自由な方
のお手伝いなどを行う観光案内ボランテ
ィアガイドを実施しています。 

　災害時に備え、高台への避難に有効
なけん引式車いす補助装置「ジンリキ」
を使った実証実験を行いました。「ジンリ
キ」は、役場両庁舎に設置しています。

　平成23年から２年間をかけて、伊
勢志摩BFTCと協働で宿泊施設のバ
リアフリー化支援事業を実施し、高付
加価値化による集客力向上を実現し
ました。

　令和3年度に市内の宿泊・観光施設
向けに「バリアフリー観光接遇研修」と、
日本航空と連携して「JALおもてなし講
座」を開催しました。今後は、施設へ講師
を派遣して、研修、アドバイスを実施す
る予定です。

　旅行中自由に利用できる車いすとベビーカーの無料
レンタルサービスを提供しています。鳥羽市内7か所
のレンタルステーションで貸し出しを行い、利用後は、
指定の観光・宿泊施設等でも返却することができます。

　「伊勢の素晴らしい食材を沢山の方々に伝えた
い」という思いから、食べ物をかんだり、飲み込ん
だりする筋力が低下された人にも食べやすい介
護食を歯科医師と共同で開発しました。お客様が
食べることのできる食事状況を事前予約の際に
伺ったうえで、お客様の伊勢旅の思い出に残るよ
うに見た目にも楽しい食事を提供しています。

どんな部屋なら泊まりたいか？
障がい者と話し合う様子 岡田シェフの創作介護食 

バリアフリールームの
一室

事業者の取り組みの紹介

それぞれの地域の取り組み

地域に広がる心のバリアフリー
すべてのお客様に来てよかった！と感じてほしい。楽しい思い出を提供したい

すべての人が快適に過ごせる客室を提供したい食べやすくおいしい食事で、旅を楽しんで欲しい

　南伊勢町

　伊勢市　鳥羽市

南伊勢町デマンドバス

伊勢おもてなしヘルパー

志摩市タンデム自転車パイロット育成講座

鳥羽駅ボランティアガイド

バリアフリー防災

バリアフリー観光向上事業

バリアフリー観光接遇研修

車いす・ベビーカーの無料レンタルサービス

鳥羽市・鳥羽旅館事業協同組合・
伊勢志摩BFTCが協働で行っているサービス

　志摩市

私たちは、“世界中
の子育て三世代家
族から最も愛され
る上質な旅館にな
る”ことを目指して
います。 

食事は、人間にとって
生きるためにも、豊か
な生活を送るために
も、とても大切なこと
です。少しでも、楽し
い食事の時間が作れ
たら幸いです。

　心のバリアフリーとは、すべての多様な人々が互いを知り、理解を深め、支え合うことです。 さまざまな心身の状態のお
客様に対応することを目指し、取り組みを進めている地域の事業者を紹介します。

地域の人たちが活躍し、さまざまな取り組みが行われています。 

鳥羽市 旅館 鳥羽市 旅館 扇扇
せんせん

芳芳
ぽうぽう

閣閣
かくかく

谷谷
たにたに

口口
ぐちぐち

  優優
ゆうゆう

太太
たた

さんさん

伊勢志摩BFTC伊勢志摩BFTC
マスコットキャラクターマスコットキャラクター「ばふ「ばふ鳥鳥

どりどり

」」

伊勢市伊勢市
伊勢創作 ビストロ伊勢創作 ビストロ
mirepoix（ミルポワ）mirepoix（ミルポワ）

岡岡
おかおか

田田
だだ

  新新
しんしん

太太
たた

朗朗
ろうろう

さんさん

行
け
る
と
こ
ろ
か
ら
行
き
た
い
と
こ
ろ
へ
！ 
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災
防

シ
リ
ー
ズ

その 137

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
に
つ
い
て

～
志
摩
市
に
も
事
前
避
難
対
象
地
域
が
あ
り
ま
す
～

防
災
危
機
管
理
室　

４
４・
０
２
０
３　

４
４・５
２
５
２　

bosaikikikanri@
city.shim

a.lg.jp

　
令
和
元
年
５
月
31
日
に
国
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策

推
進
基
本
計
画
」
が
修
正
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
気
象
庁
で
は

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」（
以
下
、「
臨
時
情
報
」
と
い

う
。）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
用
開
始
か
ら
約
３
年
が
経
過
し
、
事
前
避
難
対
象
地
域
の

指
定
ま
で
は
大
半
の
自
治
体
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な

住
民
の
行
動
に
つ
い
て
は
周
知
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
状
況

で
す
。

　
市
は
、
県
と
連
携
し
つ
つ
各
種
対
策
に
つ
い
て
検
討
中
で
す

が
、
今
回
は
、
臨
時
情
報
発
表
時
に
求
め
ら
れ
る
対
応
と
事
前

避
難
対
象
地
域
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
分
か
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

地
震
発
生
後
の
防
災
対
応
の
流
れ

　
地
震
発
生
後
の
防
災
対
応
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
下
図
の
と

お
り
で
す
。
黄
色
い
四
角
囲
み
が
、
発
表
さ
れ
る
臨
時
情
報
の

種
類
で
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
る
臨
時
情
報
へ
の
対
応
要
領
が

そ
の
下
の
枠
内
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
応
要
領
に
従
い
、
日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の
備
え
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
約
１
週
間
程
度
（
状
況
に
よ
っ
て
は
最

長
２
週
間
程
度
）
の
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。
約
２
週
間
経
過

後
は
地
震
の
発
生
に
注
意
し
な
が
ら
通
常
の
生
活
に
戻
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
２
週
間

以
内
に
必
ず
地
震
が
発
生
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
反

対
に
２
週
間
経
過
し
た
か
ら
と
い
っ
て
大
規
模
地
震
の
発
生
の

可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
日
頃
か
ら
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
て
自
宅
周

辺
や
職
場
な
ど
が
危
険
で
は

な
い
か
を
認
識
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
９
月
号

で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
自

治
体
を
通
じ
て
配
布
済
み
と

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
現
在

で
も
本
庁
で
は
全
地
域
を
、

各
支
所
で
は
該
当
地
域
の
も

の
を
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

志
摩
市
の
事
前
避
難
対
象
地
域

　

右
の
図
で
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
警

戒
）」
が
発
表
さ
れ
た
場
合
の
「
津
波
か
ら
の
避
難
が
間
に
合

わ
な
い
一
部
の
地
域
」
が
「
事
前
避
難
対
象
地
域
」
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
志
摩
市
の
「
事
前
避
難
対
象
地
域
」
は
「
志
摩
市
津
波
避
難

計
画
」
で
指
定
さ
れ
て
い
る
「
特
定
避
難
困
難
地
域
」
が
該
当

し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
浜
島
、
南
張
、
船
越
、
畔
名
、
片
田
、
和
具
、

越
賀
、甲
賀
、国
府
の
９
地
区
約
１
，９
４
０
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
対
象
と
な
る
地
区
で
は
少
な
く
と
も
約
１
週
間
の
避
難

を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
実
際
に

使
用
す
る
避
難
所
を
ど
こ
に
開
設
す
る
か
、
ま
た
、
避
難
の
方

法
等
に
つ
い
て
な
ど
を
、
引
き
続
き
検
討
し
て
具
体
化
を
図
り

ま
す
。

【出典：内閣府リーフレット「南海トラフ地震－その時の備え－」】

*1想定震源域のプレート境界でM8.0以上の地震が発生
*2想定震源域、またはその周辺でM7.0以上の地震が発生（ただし、プレート境界のM8.0以上の地震を除く）
*3住民が揺れを感じることがない、プレート境界のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など

地震発生後の防災対応の流れ

発生から5分～30分後

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

南海トラフの想定震源域またはその
周辺で Ｍ6.8以上の

地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート
境界面で 通常とは異なる

ゆっくりすべりが発生した可能性

防災対応をとる必要あり 必要なし

プレート境界の
Ｍ8.0以上の地震(*1)

Ｍ7.0以上の
地震(*2)

ゆっくり
すべり(*3)

それ以外

南海トラフ地震臨時
情報（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時
情報（巨大地震注意）

■日頃からの地震への
備えを再確認する等

■津波からの避難が
間に合わない一部の
地域では引き続き１
週間避難を継続

■日頃からの地震への
備えを再確認する等

■通常の生活。た
だし、大規模地
震が起きる可能
性がなくなったわ
けではないことに
留意

■日頃からの地震の
備えを再確認する等

■地震の発生に注意しながら通常の生活を送
る。ただし、大規模地震が起きる可能性がなく
なったわけではないことに留意

・警戒措置を解除し、さらに
1週間地震への注意措置を
とる。

＊
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
が
観
測
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
が
収
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
ま
で

国からの
呼びかけ等に
従って行動を

■地震の発生に注意し
ながら通常の生活を
送る。ただし、大規模
地震が起きる可能性
がなくなったけではな
いことに留意

発
生
後

２
時
間
程
度
～
１
週
間
＊

１
週
間
～
２
週
間

２
週
間
～

南海トラフ地震臨時
情報 （調査終了）

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
に
つ
い
て 

～
志
摩
市
に
も
事
前
避
難
対
象
地
域
が
あ
り
ま
す
～
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志摩市の地方創生事業の一環で、市内で働く若者を紹介するコーナーです。
志摩で頑張る若者に仕事に対する思い、将来の目標についてお聞きします。

しま 若者 Mirai
地方創生シリーズ インタビュー

問い合わせ　総合政策課　 44・0205　 44・5252　 sogoseisaku@city.shima.lg.jp

︱
現
在
の
職
業
を
選
ん
だ
理
由
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　
元
々
お
菓
子
を
作
る
職
業
に
憧
れ
が
あ
り
、
明

野
高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
高
校
２
年
生
の
と
き

に
、
調
理
コ
ー
ス
へ
進
み
お
菓
子
作
り
や
料
理
を

学
び
ま
し
た
。
学
ん
で
い
る
う
ち
に
、
ケ
ー
キ
屋

さ
ん
で
販
売
を
し
た
り
、
接
客
を
し
た
り
す
る
こ

と
に
も
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

　
進
路
を
考
え
る
と
き
に
、
知
り
合
い
が
今
の
職

場
で
働
い
て
い
て
、
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
お
店
の
雰
囲
気
も
良
く
、
働
い

て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
良
い
人
で
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
だ
と
聞
い
た
の
で
、
就
職
し
ま
し
た
。

︱
お
仕
事
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
私
は
接
客
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の

注
文
を
聞
い
て
、
オ
ー
ダ
ー
の
あ
っ
た
品
物
を
箱

に
詰
め
た
り
、
店
頭
に
並
ん
で
い
る
お
菓
子
を
包

装
し
た
り
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
飲
食
さ
れ
る
お

客
さ
ま
を
ご
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

︱
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
こ
と
や
、
や
り
が
い
な

ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
忙
し
い
時
間
帯
な
ど
に
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
お
客
さ
ま
が
混
雑
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
に
、
お
客
さ
ま
を
な
る
べ
く
お
待
た
せ

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
箱
に
詰
め
る
作
業
を

迅
速
か
つ
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
み

ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
明
る
く
笑
顔
で

気
持
ち
の
良
い
接
客
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
自
分

の
接
客
に
対
し
、
お
客
さ
ま
か
ら
褒
め
て
も
ら
う

と
う
れ
し
く
思
い
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

︱
今
後
の
目
標
は
？

　
仕
事
自
体
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
難
し
い
こ
と

が
多
く
、
先
輩
方
に
接
客
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
日
々
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
先
輩
方
の
よ
う
に
早
く
仕
事
に
慣
れ
て
、
お
客

さ
ま
み
ん
な
に
気
持
ち
良
く
お
帰
り
い
た
だ
き
、

ま
た
次
も
来
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

プロフィール

南
伊
勢
町
出
身　
20
歳

　
県
立
明
野
高
校
生
活
教
養
科
調
理
コ

ー
ス
卒
業
後
、
お
菓
子
職
人
お
と
べ
本

店
で
勤
務
。
現
在
は
志
摩
市
で
暮
ら
し

て
い
る
。

　
入
社
２
年
目
。

　
趣
味
は
ド
ラ
ム
を
叩
く
こ
と
。

お
菓
子
職
人
　
お
と
べ

河か
わ

村む
ら 

公き
み

葉は 

さ
ん

笑顔で接客する河村さん

人気のスイーツショップ おとべ
店内ショップ横にはカフェも併設

地
方
創
生
シ
リ
ー
ズ
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が開催
されました！

　今、私たちは「食」に関するさまざまな環境問題に直面しています。気温上昇による生育不良や集中豪雨による
被害が発生し、農作物の価格が高騰したり、沿岸部では海洋環境の変化に伴い獲れる魚の種類や量が変化したり…。
一方、消費の面では食品ロスなどが問題視されています。

　志摩市は東北大学が実施するプロジェクトに参画し、食と職の観点から持続可能な社
会の構築を目指しています。プロジェクトでは、生態系の変化により増加したウツボを
おいしくいただくための高校生主体のメニュー開発や、生態系の現状を把握するための沿岸環境の調査、生
産者のお話を地方から都市部へ発信するオンラインイベントなど、食にまつわる取組が実践されています。
　産官学が連携するこのプロジェクトに関連し、９月10日（土）には、志摩スペイン村で東北大学主催の「海
賊サミット2022」が開催され、食環境における様々な社会問題や持続可能な未来について意見交換が行わ
れました。参加した水産事業者からは、海水温の上昇により獲れるもののサイズや種類が変化しているとい
った海洋環境に関することや、これからは連携を大切に開かれた漁業
を目指したいとのお話がありました。また、後半では、地元の高校生
が参加し、地域のためになることに価値をつけて新たな仕事を生み出
していきたい、といった意見を聞くことができました。
　今回の海賊サミットは、さまざまな分野の関係者が集まり、それぞ
れの立場の意見や情報を共有し合う、貴重な場となりました。今後も
引き続き、地域のみなさんと連携し、パートナーシップで持続可能な
社会を目指します。

vol.3

DX
ディーエックス　

総
務
省
指
定
団
体
の
研
修
を
受
け
た
講
師
が
、
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
説
明
し
ま
す
。

　
総
務
省
が
推
進
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推

進
事
業
」の
一
環
と
し
て
、各
町
で
開
催
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容　
電
話
の
使
い
方
・
カ
メ
ラ
の
使
い
方
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
使
い
方
・
ア
プ
リ
の
使
い
方
（
地
図
）・
ア
プ
リ
イ

ン
ス
ト
ー
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
申
請
・
そ
の
他

と
き
・
と
こ
ろ　
下
部
に
記
載

　
※
各
講
座
の
開
始
時
間
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員　
１
講
座
に
つ
き
定
員
４
人

対
象　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
志
摩
市
民

申
込
期
限　
令
和
５
年
２
月
21
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ス
マ
ー
ト
改
革
・
資
産
経
営
課

　

４
４・
０
２
０
４　

４
４・５
２
５
２

シリーズ SDGs未来都市問い合わせ　総合政策課
　　　　　　 44・0205　 44・5252

食と環境問題

っ
て
何
？

デ
ラ
ッ
ク
ス
じ
ゃ
な
い
よ
！

ど
う
い
う
こ
と
？

ス
マ
ホ
に
は
便
利
な
機
能
が
た
く
さ
ん
。

ス
マ
ホ
教
室
（
無
料
）
に
参
加
し
て

も
っ
と
便
利
に
暮
ら
し
を
手
に
入
れ
よ
う
！

Ｄ
Ｘ
と
は
、「
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ 

Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
」
の
略
称
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
、
生
活

の
形
、
ス
タ
イ
ル
が
よ
り
良
く
な
る
こ
と
。

!

２月21日 ２月16日 ２月９日 ２月７日 １月24日 １月19日 １月17日 １月12日

大王公民館 磯部生涯
学習センター 志摩文化会館 浜島生涯

学習センター 志摩文化会館 阿児アリーナ 大王公民館 阿児アリーナ

12月20日 12月15日 12月8日 12月6日
浜島生涯学習センター 磯部生涯学習センター 阿児アリーナ 志摩文化会館

令和５年

令和４年

登壇者として橋爪市長も参加

試食会

ウツボバーガー シ
リ
ー
ズ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
Ｄ
Ｘ
っ
て
何
？ 

デ
ラ
ッ
ク
ス
じ
ゃ
な
い
よ
！ 

ど
う
い
う
こ
と
？
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消費者トラブルに遭わないために消費者トラブルに遭わないために
1818歳歳かからら大人大人でですす!! Vol.3

　
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
や
気
を
付
け
る
べ
き
こ
と
を
学
び
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

【
美
容
手
術
】

　
広
告
に
、「
1
日
で
施
術
可
能
」と
記
載
が
あ
っ
た
の
で

美
容
施
術
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
申
し
込
ん
だ
。
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
か
ら
今
の
施
術
よ
り
も
高
額
な
施
術
の
方
が
腫
れ

な
い
と
伝
え
ら
れ
、
言
わ
れ
る
ま
ま
手
術
を
受
け
た
。
事

前
に
リ
ス
ク
の
説
明
は
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
施
術
後
一
定
期
間
が
経
っ
て

も
腫
れ
が
引
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

【
エ
ス
テ
】

　
数
年
間
通
い
放
題
の
エ
ス
テ
を
契
約
し
た
。
中
途
解
約

し
た
い
と
思
っ
た
が
、
5
回
目
以
降
は
無
料
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
提
供
し
て
い
る
の
で
、
既
に
5
回
利
用
し
て
い
る
状

況
で
は
解
約
し
て
も
返
金
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

【
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
】

・
そ
の
場
で
契
約
・
施
術
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
お
金
が
な
け
れ
ば
、
契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

・
長
期
間
に
わ
た
る
契
約
の
場
合
、
中
途
解
約
や
返
金
の
条
件
も
よ
く
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

・
通
い
放
題
コ
ー
ス
の
場
合
、
有
償
・
無
償
で
の
施
術
期
間
と
回
数
が
分
か
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

問
い
合
わ
せ

　
伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

０
５
９
６・
２
１・５
７
１
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

１
８
８
（
い
や
や
）
で
も
つ
な
が
り
ま
す
。

美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

集
団
検
診
の

お
知
ら
せ

【
11
月
実
施
分
】

　
現
在
、
乳
が
ん（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
・
超
音
波
）
検

診
、子
宮
頸
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
受
付
中
で
す
。年
間

予
定
は
５
月
中
旬
に
自
治
会
を
通
じ
て
配
布

し
た
「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
」・市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
市
役
所
本

庁
舎
・
各
支
所
で
も
お
知
ら
せ
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

ウ
ェ
ブ
予
約
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

・
ウ
ェ
ブ
予
約
：
集
団
検
診
の
受
付
期
間
内

で
あ
れ
ば
、
24
時
間
申
込
み
受
付
が
で
き

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
予
約
く
だ

さ
い
。

　

志
摩
市　
が
ん
検
診
検
索

・
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
お
申
し
込
み
は
、

左
記
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
　

４
４・
１
１
０
５ 

　
　

４
４・
１
１
０
２

とき・ところ ※年齢基準日：令和５年４月１日

検診種別 対象年齢 とき・ところ

乳がん 
（マンモグラフィ）検診

40歳以上で偶数年
齢の女性 11月28日（月） 阿児アリーナ ①13時30分～14時　②14時～14時30分 

③14時30分～15時　④15時～15時30分

乳がん（エコー）検診
30～39歳の女性、 
41歳以上で奇数年 
齢の女性

11月21日（月） 阿児アリーナ
①11時～11時30分　②13時30分～14時 
③14時～14時30分　④14時30分～15時 
⑤15時～15時30分

11月29日（火） 磯部生涯学習
センター

①10時30分～11時　②11時～11時30分 
③13時30分～14時　④14時～14時30分 
⑤14時30分～15時　⑥15時～15時30分

18
歳
か
ら
大
人
で
す
！
・
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ
【
11
月
実
施
分
】

7



　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
に
加
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
市
内
事
業
者
の

事
業
継
続
を
支
援
す
る
た
め
、
一
定
額
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
費
を

要
し
た
事
業
者
等
に
対
し
、
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

◆
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
者
（
大
企
業
お
よ
び
収
益
事
業

を
行
わ
な
い
法
人
は
対
象
外
。
第
一
次
産
業
に
該
当
す
る
人
は
法

人
格
を
有
す
る
事
業
者
に
限
る
）

◆
今
後
１
年
以
上
事
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と

◆
令
和
４
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
に
お
い
て
、
事

業
を
実
施
す
る
に
要
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
費
の
合
計
額
が
10
万
円

以
上
で
あ
る
人

　
※
支
払
い
を
行
っ
た
月
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

◆
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
い
、
徴
収
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
を

除
く
）

【
交
付
額
】

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
同
年
８
月
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
に
お
け
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
費
の
額
が

◆
10
万
円
以
上
20
万
円
未
満　
５
万
円

◆
20
万
円
以
上
50
万
円
未
満　
10
万
円

◆
50
万
円
以
上　
　
　
　
　
　
20
万
円

※
１
事
業
者
に
つ
き
１
回
限
り

【
対
象
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
経
費
】

　
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
、
ガ
ス
、
灯
油
、
重
油
お
よ
び
軽
油

【
申
請
期
限
】　
令
和
４
年
12
月
23
日
（
金
）

志
摩
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰

緊
急
支
援
金

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
燃
料
費
、
光
熱
水
費
、
仕
入
れ
価
格
な
ど
、
物
価
高
騰
に
伴
う
負
担
軽
減
お
よ
び
事
業
継
続
支

援
の
た
め
、
個
人
漁
業
者
を
対
象
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

◆
市
内
に
住
所
を
置
き
、
志
摩
市
の
区
域
内
に
事
業
所
を
有
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
る
個
人（
申
請
日
時
点
）

◆
今
後
１
年
以
上
漁
業
を
営
む
予
定
で
あ
る
こ
と

◆
令
和
３
年
９
月
～
令
和
４
年
８
月
ま
で
の
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
３
万
円
以
上
あ
る
こ
と
。

◆
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
徴
収
猶
予
の
適
用
を
受
け
て

い
る
場
合
を
除
く
）

【
給
付
額
】

◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
３
万
円
以
上
30
万
円
未
満
の
者　
　
　
１
万
円

◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
30
万
円
以
上
60
万
円
未
満
の
者　
　
　

２
万
円

◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
60
万
円
以
上
１
２
０
万
円
未
満
の
者　
３
万
円

◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
１
２
０
万
円
以
上
２
４
０
万
円
未
満
の
者　
５
万
円

◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
２
４
０
万
円
以
上
の
者　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

※
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
と
は
、
令
和
３
年
９
月
～
令
和
４
年
８
月
ま
で
の
漁
協
水
揚
げ
額
（
消
費
税
含
む
）
等
の
30
％

【
申
請
期
限
】
令
和
４
年
12
月
23
日
（
金
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】
水
産
課　

４
４・
０
２
８
９　

４
４・５
２
６
２

　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加
え
、
物
価
高
騰
に
伴
う
負
担
軽
減
お
よ
び
事
業
継
続
支
援
の
た
め
、
個
人
農
業
者

を
対
象
に
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

◆
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
農
業
者

◆
今
後
１
年
以
上
農
業
を
営
む
予
定
で
あ
る
こ
と

◆
令
和
３
年
分
の
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
３
万
円
以
上
あ
る
こ
と

漁
業
者
緊
急
支
援
金

農
業
者
緊
急
支
援
金

価格高騰市内事業者向け新規支援事業
水産

エネルギー

農業

物
価・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
市
内
事
業
者
向
け
新
規
支
援
事
業
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
新
し
い
生
活
様
式
や

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
し
、
市
内
事
業
者
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済

機
能
を
有
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
器
を
新
た
に
導
入
ま

た
は
継
続
し
て
利
用
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

◆
市
内
に
店
舗
を
有
し
、
消
費
者
と
対
面
で
金
銭
の
授
受
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
（
大
企
業
は
対
象
外
）

◆
市
内
で
現
に
事
業
を
行
い
、
今
後
１
年
以
上
事
業
を
行
う
予

定
で
あ
る
こ
と

◆
市
内
の
店
舗
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
機
能
を
有
す
る
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
器
を
新
た
に
導
入
ま
た
は
継
続
し
て

利
用
し
て
い
る
者

◆
助
成
金
交
付
後
、
当
該
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
器
を
１
年

以
上
継
続
し
て
利
用
す
る
意
思
が
あ
る
者

◆
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
も
し
く
は
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
ま
た
は

こ
れ
ら
に
類
す
る
契
約
に
基
づ
く
事
業
で
な
い
者

◆
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
徴
収
猶
予
の
適
用
を
受
け
て
い

る
場
合
を
除
く
）

【
助
成
額
】

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
機
能
を
有
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
機
器
を
新
た
に
導
入
ま
た
は
継
続
し
て
利
用
し
て
い
る
店

舗
、
１
店
舗
に
次
の
額
を
交
付
し
ま
す
。

◆
令
和
４
年
８
月
31
日
以
前
に
導
入

　
（
継
続
利
用
）　
３
０
，０
０
０
円

◆
令
和
４
年
９
月
１
日
以
降
に
導
入

　
（
新
規
導
入
）　
８
０
，０
０
０
円

※
国
、
県
、
市
ま
た
は
そ
の
他
団
体
等
か
ら
補
助
金
等
の
交
付

を
受
け
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
機
器
は
、
対
象
外
で
す
。

※
提
出
書
類
等
で
導
入
期
限
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和

４
年
８
月
31
日
以
前
に
導
入
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

※
申
請
は
、
１
事
業
者
に
つ
き
３
店
舗
ま
で
と
し
ま
す
（
申
請

は
１
回
限
り
）

【
申
請
期
限
】
令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）

【
申
請
方
法
】

　
申
請
の
際
は
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
兼
請
求
書
（
様
式

第
１
号
）
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付
し
申

請
期
間
内
に
商
工
課
窓
口
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
新
た
に
申
請
す
る
場
合
は
、
対
象
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
機
器

を
設
置
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
原
則

郵
送
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先
】

　
志
摩
市
産
業
振
興
部
商
工
課

〒
５
１
７

－

０
５
９
２

志
摩
市
阿
児
町
鵜
方
３
０
９
８

－

２
２

（
志
摩
市
役
所
本
庁
３
階
）

　

４
４・
０
０
０
５

【
申
請
方
法
】　
申
請
の
際
は
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
兼
請
求
書

（
様
式
第
１
号
）に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
必
要
書
類
を
添
付
し

申
請
期
間
内
に
商
工
課
窓
口
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
原
則
郵
送

に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先
】

　
志
摩
市
産
業
振
興
部
商
工
課

〒
５
１
７

－

０
５
９
２　

志
摩
市
阿
児
町
鵜
方
３
０
９
８

－

２

２
（
志
摩
市
役
所
本
庁
３
階
）

　

４
４・
０
０
０
５

◆
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
い
、
徴
収
猶
予
の
適
用
を
受
け
て

い
る
場
合
を
除
く
）

【
給
付
額
】
◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
３
万
円
以
上
30
万
円
未
満
の
人　
　
　
　
　
１
万
円

　
　

 　
　
◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
30
万
円
以
上
60
万
円
未
満
の
人　
　
　
　
　

２
万
円

　
　

 　
　
◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
60
万
円
以
上
１
２
０
万
円
未
満
の
人　
　
　
３
万
円

　
　

 　
　
◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
１
２
０
万
円
以
上
２
４
０
万
円
未
満
の
人　
５
万
円

　
　

 　
　
◆
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
が
２
４
０
万
円
以
上
の
人　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

※
物
価
高
騰
対
象
経
費
額
と
は
、令
和
３
年
分
の
税
務
申
告
に
お
い
て
、農
業
に
係
る
経
費
と
し
て
申
告
し
た
、肥
料
費
、

諸
材
料
費
、
動
力
光
熱
費
の
合
計
額
。

【
申
請
期
限
】　
令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
課　

４
４・
０
２
８
８　

４
４・５
２
６
２

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
助
成
金

物価・エネルギー

キャッシュ
レス

物
価・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
市
内
事
業
者
向
け
新
規
支
援
事
業
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
助
成
金
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◆
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
法
お
よ
び
地

方
税
法
上
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年

の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
本
年
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
の
全
額
（
過
年
度
分
や
追
納
分
含

む
）
で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
領
収
証
書
な
ど
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に

対
し
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
世
帯
主
は
家
族
（
世
帯
員
）
の
国
民
年
金
保

険
料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
夫

婦
は
お
互
い
の
保
険
料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る

義
務
が
あ
る
た
め
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
配
偶
者
な
ど
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、
そ
の
国
民
年
金
保
険
料

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家

族
あ
て
の
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
ね
ん
き
ん
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（

０
５
７
０・
０
０
３・
０
０

４
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

　
11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
協
力

し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位

置
付
け
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
公
的
年
金
制
度
を

身
近
に
感
じ
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、
老
後
の
生

活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
す
「
年
金
の
日
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
公
的
年
金
制
度
の
意

義
や
し
く
み
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
◆「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で

　
年
金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
24
時
間
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
ご
自
身
の
年
金
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な
い
期
間

や
厚
生
年
金
保
険
の
標
準
報
酬
月
額
に
大
幅
な

変
更
が
あ
る
な
ど
、
特
に
ご
確
認
い
た
だ
き
た

い
年
金
記
録
が
あ
る
月
は
、
カ
ラ
ー
で
わ
か
り

や
す
く
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
に
は
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登
録
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
と
の
連
携
ま
た
は
ユ
ー
ザ
ID
の
取
得
と

い
う
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
と
の
連
携
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必
要
で
す
。
パ
ソ
コ
ン

も
し
く
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
し
、「
も
っ
と
つ
な
が
る
」画

面
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
へ
の
連
携
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ユ
ー
ザ
ID
の
取
得
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
を
ご
用
意

の
上
、
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の
ご
利
用
登
録
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

　
◆
年
金
事
務
所
で
は
「
年
金
相
談
の

　
予
約
」
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
年
金
事
務
所
の
窓
口
で
、
年
金
請
求
の
手
続

き
や
受
給
し
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
を

希
望
さ
れ
る
人
は
、
ぜ
ひ
、
予
約
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
予
約
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
長
時
間

お
待
た
せ
す
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で

き
、
相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
予
約
相
談
の
受
け
付
け
は
、
予
約
相
談
希
望

日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時
30
分
か
ら
17

時
15
分
で
す
。

　

予
約
受
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（

０
５
７
０・

０
５・
４
８
９
０
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
連
絡
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
年

金
手
帳
や
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
年
金
証

書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

保険年金課　　　 44・0213 44・5260
伊勢年金事務所　 0596・27・3601

知って安心！

国民年金
知
っ
て
安
心
！
国
民
年
金
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住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
電
力
・
ガ

ス・食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
は
、

住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
や
令
和
４
年
１
月

以
降
に
予
期
せ
ず
家
計
急
変
の
あ
っ
た
世
帯
を

支
援
す
る
新
た
な
給
付
金
で
す
。

支
給
金
額　
１
世
帯
当
た
り
５
万
円

支
給
対
象
と
な
る
世
帯　
（
以
下
の
い
ず
れ
か

に
あ
て
は
ま
る
世
帯
）

Ⅰ　
世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
「
住
民
税
（
均

等
割
）
が
非
課
税
」
の
世
帯

⃝

対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
給
付
内
容
や
確
認

事
項
が
書
か
れ
た「
確
認
書
」が
届
き
ま
す
。

⃝

令
和
４
年
９
月
30
日
時
点
に
お
け
る
、
志
摩

市
の
住
民
登
録
上
の
世
帯
へ
送
付
し
ま
す
。

⃝

中
身
を
確
認
し
て
、
必
ず
返
信
し
て
く
だ
さ

い
。

【
確
認
事
項
】

①
記
載
さ
れ
た
給
付
金
振
り
込
み
口
座
番
号

に
誤
り
が
な
い
か

②
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親

族
の
み
の
世
帯
で
は
な
い
こ
と

Ⅱ　
予
期
せ
ず
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で

の
収
入
が
減
少
し
、
世
帯
全
員
が
「
住
民

税
非
課
税
相
当
」
と
な
っ
た
世
帯
（
家
計

急
変
世
帯
）

⃝

給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。

⃝

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
の
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情

報
の
詐
取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
自
宅
や
職
場
な
ど
に
都
道
府
県
・
市
区
町
村

や
国
（
の
職
員
）
な
ど
を
か
た
る
不
審
な
電
話

や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
や
最
寄
り
の
警
察
署
か
警
察
相
談
専
用
電

話
（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

⃝

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

「
内
閣
府
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

　
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

　
　

０
１
２
０・５
２
６・
１
４
５

受
付
時
間　
９
時
～
20
時
（
令
和
４
年
12

月
29
日
か
ら
令
和
５
年
１
月
３
日
除
く
）

⃝

志
摩
市
の
給
付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

「
臨
時
特
別
給
付
金
対
策
チ
ー
ム
」

　
　

４
３・５
０
３
１

　
　
（
地
域
福
祉
課 

４
４・
０
２
８
３
）

受
付
時
間　
平
日
（
月
～
金
、
祝
祭
日
、

令
和
４
年
12
月
29
日
か
ら
令
和
５
年
１

月
３
日
除
く
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
志
摩
市
公
式
ア
プ
リ
「
し
ま
ナ
ビ
」
で
は
、
事
前
に

登
録
し
た
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
住
民
票
の
発
行

な
ど
を
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
滞
在
時
間
の
縮
小
や
申
請
書
類
へ
の
記
入
を
減
ら
す

こ
と
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

し
ま
ナ
ビ
で
で
き
る
申
請

　
住
民
票
、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
、
税
証
明

　
※
現
在
、
市
民
課
窓
口
の
み
で
使
用
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　
市
民
課　

４
４・
０
２
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
４・５
２
６
０

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
の
ご
案
内 

～
受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
～

し
ま
ナ
ビ

広告

志摩市YouTubeチャンネル
志摩の魅力を動画で配信！

チャンネル登録をよろしくお願いします！

手
続
き
を
便
利
に
！で

下記の２次元コード
からアプリを
ダウンロード
できます！

App Store

Google Play

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
の
ご
案
内 

～
受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
～
・
し
ま
ナ
ビ
で
手
続
き
を
便
利
に
！
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【
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
】

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
、
申
請
に
よ
り
税

法
上
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
要
件

　
令
和
４
年
12
月
31
日
時
点
に
お
い
て
、
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人

で
、
認
知
症
や
身
体
上
の
障
が
い
が
一
定
以
上
の

基
準
に
該
当
す
る
人
（
要
支
援
者
は
除
く
）

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必
ず
し
も
対

象
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

※
既
に
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

【
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
】

　
傷
病
に
よ
り
６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
た
め
、

お
む
つ
が
必
要
と
医
師
が
認
め
た
人
の
お
む
つ
代

は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
次
の
対
象
と
な
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
「
お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療

費
控
除
の
確
認
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
要
件

　
次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
し
、
一
定
の
基

準
を
満
た
す
人

①
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る

②
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
際
に
作
成
さ

　
「
障

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
し
ゅ
う
か
ん

害
者
週
間
」
は
障し

ょ
うが

い
者し

ゃ

の
福ふ

く

祉し

に
つ

い
て
の
関か

ん

心し
ん

と
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
と
と
も
に
、
社し

ゃ

会か
い

・
経け

い

済ざ
い

・
文ぶ

ん

化か

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分ぶ

ん

野や

の
活か

つ

動ど
う

に
積せ

っ
き
ょ
く
て
き

極
的
に
参さ

ん

加か

す
る
意い

欲よ
く

を
高た

か

め
る
こ
と

を
目も

く

的て
き

と
し
た
期き

間か
ん

で
す
。

　
今こ

ん

回か
い

、
障し

ょ
うが

い
に
つ
い
て
知し

っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
障し

ょ
うが

い
の
あ
る
人ひ

と

た
ち
が
生せ

い

活か
つ

し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
紹し

ょ
う
か
い介し

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
志し

摩ま

　
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
志し

摩ま

」
で
は
精せ

い

神し
ん

、
知ち

的て
き

、
身し

ん

体た
い

に
障し

ょ
うが

い
の
あ
る
人ひ

と

が
、
地ち

域い
き

で
自じ

立り
つ

し
た
生せ

い

活か
つ

が
送お

く

れ
る
よ
う
世せ

話わ

人に
ん

や
生せ

い

活か
つ

支し

援え
ん

員い
ん

の
支し

援え
ん

を
受う

け
な
が
ら
仲な

か

間ま

と
共き

ょ
う
ど
う同で

生せ
い

活か
つ

し
、
地ち

域い
き

で
行お

こ
なわ

れ
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
や

防ぼ
う

災さ
い

訓く
ん

練れ
ん

な
ど
に
参さ

ん

加か

し
て
い
ま
す
。

　
18
歳さ

い

か
ら
70
代だ

い

ま
で
幅は

ば

広ひ
ろ

い
世せ

代だ
い

の
人ひ

と

が
、

ユ
ニ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
あ
み
ぃ
ご
・
お
り
ぃ
ぶ
・

ま
り
ぃ
な
、
ア
パ
ー
ト
タ
イ
プ
の
ぴ
あ
こ
ー
と

に
入に

ゅ
う
き
ょ居し

て
い
ま
す
。

　

日に
っ
ち
ゅ
う中

は
そ
れ
ぞ
れ
作さ

ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
や
勤き

ん

務む

先さ
き

に
通か

よ

い
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
帰か

え

っ
て
き
て
か
ら
は

食し
ょ
く
じ事

・
入に

ゅ
う
よ
く浴を

し
ま
す
。
就し

ゅ
う
し
ん寝ま

で
は
共き

ょ
う
ゆ
う有ス

ペ
ー
ス
で
仲な

か

間ま

と
談だ

ん
し
ょ
う笑す

る
人ひ

と

や
部へ

屋や

で
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
を
楽た

の

し
む
人ひ

と

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自じ

由ゆ
う

に
過す

ご
し
ま
す
。
休き

ゅ
う
じ
つ日は

世せ

話わ

人に
ん

が
運う

ん

転て
ん

す

る
車く

る
まで

ス
ー
パ
ー
へ
買か

い
物も

の

に
出で

か
け
ま
す
。

夏な
つ

祭ま
つ

り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
大お

お
み
そ
か

晦
日
の
年と

し

越こ

し

れ
た
主
治
医
意
見
書
に
お
い
て
、
心
身
の
障
が

い
が
一
定
の
基
準
に
該
当
し
、
尿
失
禁
の
可
能

性
が
確
認
で
き
る

③
お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目

以
降
で
あ
る

※
初
め
て
、
お
む
つ
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
市
で
は
こ
の
確
認
書
を
交
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
医
療
機
関
で
証
明
書
を
発
行
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い

　
証
明
書
の
様
式
は
、
介
護
・
総
合
相
談
支
援
課

ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

【
両
控
除
共
通
】

申
請
方
法

　
介
護
・
総
合
相
談
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
結
果
は
後
日
、
介
護
・
総
合
相
談
支
援
課
か
ら

通
知
し
ま
す
。
申
請
書
を
受
理
し
て
か
ら
結
果

を
通
知
す
る
ま
で
に
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
所
得
状
況
な
ど
に
よ
り
、
税
金
の
控
除
が
必
要

で
な
い
人
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

　
介
護
・
総
合
相
談
支
援
課

　

４
４・
０
２
８
４　

４
４・５
２
６
０

　

kaigosogo@
city.shim

a.lg.jp

蕎そ

麦ば

な
ど
季き

節せ
つ

に
合あ

わ
せ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
特と

く

に
好こ

う
ひ
ょ
う評で

す
。

　
洗せ

ん

濯た
く

や
掃そ

う

じ除
、
お
金か

ね

の
管か

ん

理り

な
ど
生せ

い

活か
つ

面め
ん

で

不ふ

安あ
ん

の
あ
る
人ひ

と

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

苦に
が

手て

意い

識し
き

が
あ
る
人ひ

と

で
も
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
生せ

い

活か
つ

の
な
か
で
習し

ゅ
う
と
く

得
す
る
機き

会か
い

が
あ
り
ま
す
。

　
同お

な

じ
障し

ょ
うが

い
で
も
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い

こ
と
は
人ひ

と

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
一ひ

と

り

ひ

と

り

人
一
人
が
自じ

分ぶ
ん

で
で
き
る
こ
と
を
増ふ

や
し
て
自じ

分ぶ
ん

ら
し
い
生せ

い

活か
つ

が
送お

く

れ
る
よ
う
、
世せ

話わ

人に
ん

や
支し

援え
ん

員い
ん

は
「
自じ

分ぶ
ん

で
し
た
い
」
と
い
う
気き

持も

ち
を
大た

い

切せ
つ

し
、
必ひ

つ

要よ
う

な
支し

援え
ん

や
サ
ポ
ー
ト
を
行お

こ
なっ

て
い
ま
す
。

問と

い
合あ

わ
せ

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん 

四し

季き

の
里さ

と 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

志し

摩ま

　
阿あ

児ご

町ち
ょ
う鵜う

方が
た

２
６
８
１

－

１
０
８

　

４
４・
６
６
１
１　

４
４・
６
６
１
２

地ち

域い
き

福ふ
く

祉し

課か

　

４
４・
０
２
８
３　

４
４・５
２
６
０

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
税
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

12
月が

つ

３
日に

ち

か
ら
９
日に

ち

は
「
障し

ょ
う
が
い
し
ゃ
し
ゅ
う
か
ん

害
者
週
間
」
で
す

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ
・
12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

12



秋季火災予防運動

　
消
防
署
へ
の
通
報
と
い
え
ば
、
皆
さ
ん

ご
存
知
の
と
お
り
「
１
１
９
番
」
で
す
。

　
「
１
１
９
番
」
の
日
で
あ
る
11
月
９
日

か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
１
週
間
、
令
和
４

年
全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
防
火
対
策
に
つ
い
て
、

各
家
庭
で
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
お
よ
び
適
正
な
維
持

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
令
和
４
年
６
月
１
日
現
在
、

当
消
防
本
部
管
内
の
設
置
率
は
68
％
と
、

依
然
低
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
70
％
は
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
住
宅
で
火
災

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
き
、
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
、
逃
げ
遅
れ
を
な
く
す
た

め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
！ 

　
あ
な
た
の
周
り
の
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
が
虐
待
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
た
ら
、
左
記
の
各
相
談
窓
口
に
連
絡
（
相

談
）
し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
か
ど
う
か
は
、
連

絡
を
受
け
た
機
関
が
確
認
・
調
査
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
虐
待
が
な
く
て
も
、
善
意
で
連
絡
し

た
限
り
、
責
任
を
問
わ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連

絡
し
た
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
虐
待
の
被
害
者
の
多
く
は
自
分
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
虐
待
を
受
け
た

本
人
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
に
も
相
談
で
き
ず
に

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
を
抱
え
て
苦
し
い
思
い

を
し
て
い
る
家
族
も
い
ま
す
。
迷
わ
ず
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、“
よ
き
支
援
者
”に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
設
置
し
た
ら
も
う
安
心
！
と
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
適
正
に
維
持
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
作
動
確
認
は
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、

点
検
ひ
も
を
引
く
だ
け
で
実
施
で
き
ま
す
。

　
も
し
も
警
報
器
か
ら
反
応
が
な
い
場
合

は
、
本
体
の
故
障
な
ど
が
疑
わ
れ
ま
す
の

で
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、
メ
ー

カ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
火
災
予
防
運
動
を
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
自

宅
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
ご
家
庭

で
の
防
火
に
つ
い
て
、
相
談
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
消

防
本
部
予
防
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部　
予
防
課

　

４
３・
２
４
０
６

　

４
３・
１
４
２
３

①
身
体
的
虐
待　
「
殴
る
」「
蹴
る
」
な
ど
、
身
体
に
外
傷

が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と

②
心
理
的
虐
待　
「
無
視
す
る
」「
脅
す
」「
傷
つ
く
こ
と
を

言
う
」
な
ど
、
著
し
く
心
理
的
に
傷
つ
け
る
こ
と
。  

子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
等
に
Ｄ
Ｖ
・
き
ょ
う
だ
い
に
虐

待
行
為
を
行
う
こ
と
。（
※
子
ど
も
虐
待
）

③
性
的
虐
待　
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ
と
、ま
た
は
、

わ
い
せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と

④
ネ
グ
レ
ク
ト　
「
適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
」

「
病
気
に
な
っ
て
も
医
者
に
み
せ
な
い
」「
放
置
す
る
」

な
ど
、
介
護
や
、
保
護
者
と
し
て
の
監
護
を
著
し
く
怠

る
こ
と

⑤
経
済
的
虐
待　
「
年
金
を
本
人
の
意
思
に
反
し
て
使
用

す
る
」
な
ど
、
金
銭
の
不
当
使
用
を
行
う
こ
と
（
※
高

齢
者
・
障
が
い
者
虐
待
）

全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動

全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動

「
虐
待
か
も
…
」
そ
う
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
連
絡
（
相
談
）
を

生
命
の
危
険
な
ど
緊
急
性
が
高
い
場
合
は 

警
察
（
１
１
０
番
）
ま
た
は 

救
急
（
１
１
９
番
）
へ
！

子
ど
も
虐
待

　
体
罰
等
、
保
護
者
は
し
つ
け
の
つ

も
り
で
あ
っ
て
も
、
結
果
的
に
子
ど

も
の
育
ち
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る

と
す
れ
ば
、
虐
待
と
な
り
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
課

　

４
４・
０
２
８
２

　

４
４・５
２
６
０

南
勢
志
摩
児
童
相
談
所

　

０
５
９
６・
２
７・５
１
４
３   

１
８
９(

い
ち
は
や
く)

（
近
く
の
児
童
相
談
所
）

高
齢
者
虐
待

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
人
が
要
介
護

状
態
や
認
知
症
の
た
め
に
虐
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
訴
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

介
護
・
総
合
相
談
支
援
課

（
志
摩
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

※
担
当
地
区：阿
児
町・大
王
町・志
摩
町

　

４
４・
０
２
８
４

　

４
４・５
２
６
０

浜
島・磯
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※
担
当
地
区：浜
島
町・磯
部
町

　

６
８・
２
２
１
１

　

６
８・７
７
５
５

障
が
い
者
虐
待

　
障
が
い
者
の
特
性
か
ら
、
自
分
に

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
虐
待
と
認
識

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

志
摩
市
障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

（
志
摩
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー　
こ
だ
ま
）

　

４
４・
３
８
８
０

　

４
４・
３
８
８
５

※
休
日
・
平
日
夜
間

　

０
８
０・
３
６
２
２・
４
８
７
５

「
虐
待
か
も
…
」そ
う
感
じ
た
ら
、迷
わ
ず
連
絡（
相
談
）を
・
全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動
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令和４年４月１日現在（８）職員手当
区分 内　　　　　　　　容

扶養手当

配偶者 月額 6,500円
子 月額 10,000円
父母等 月額 6,500円
特定期間（★）の子　加算額 月額 5,000円
★満15歳に達する日後の最初の４月１日から満22歳に達する日以後の最初の３月31日までの間。

住居手当 借家居住者　月額の家賃が16,000円を超えるとき　高支給限度額　月額 28,000円

通勤手当 交通機関（電車・バスなど）利用者　　　　最高支給限度額 月額 55,000円
交通用具（自動車・バイクなど）使用者　　距離区分に応じて 月額 2,000～31,600円

期末・勤勉手当

 期末 　 勤勉 　 計　　
 ６月期 1.200月分 0.950月分 2.150月分
12月期 1.200月分 0.950月分 2.150月分
　 計 2.400月分 1.900月分 4.300月分
※職制上の段階、職務の級などによる加算措置があります。

退職手当

 自己都合　 応募認定・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分
定年前早期退職の場合、特例措置（２～30％加算）があります。
※本市では、三重県市町総合事務組合の退職手当支給事業に加入しており、支給率は同組合の支給条例に基づくも

のです。
前年度退職者 
１人当たりの平均支給額

自己都合
6,145千円

応募認定・定年
18,385千円

※上記のほかに、時間外勤務手当、特殊勤務手当、管理職手当などがあります。

※分限処分とは、公務能率の維持向上を目的に、職員がその職責を十分に果たす
ことができないなどの一定の事由がある場合に行う処分です。

　勤務条件に関する措置要求制度は、職員から
勤務条件に関し、適当な行政上の措置を求める
要求があった場合に、公平委員会が必要な審査
をしたうえで判定を行い、事案の解決に当たる
ものです。

措置要求件数 処理件数
0 0

●職員の勤務条件に関する措置の要求の状況
（令和３年度）

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）（１）職員の採用状況（令和４年４月１日採用）

（１）分限処分者数 （１）勤務条件に関する措置の要求の状況

　不利益処分についての審査制度は、職員から
懲戒その他職員の意に反する不利益な処分を受
けたとして審査請求があった場合、公平委員会
が審査し、その結果に基づいてその処分を承認
し、修正し又は取り消す判定を行うものです。

審査請求件数 処理件数
0 0

●職員に対する不利益処分についての審査請求
の状況	 （令和３年度）

（２）不利益処分に関する審査請求の状況

（２）職員の退職の状況
2．職員の採用、退職の状況

3．職員の分限処分及び懲戒処分の状況 4．公平委員会の業務の状況

職　　種 採用人数 受験者数男 女 計
事務職員 7 9 16 83
保育士・幼稚園教諭 0 1 1 2
看護師 1 4 5 6
医師 2 0 2 2
任期付職員（弁護士） 0 1 1 1
消防吏員 2 1 3 4

計 12 16 28

区　分 分限の理由 免職 降任 休職 降給 計

令和
３年度

勤務成績が良くない 0 1 0 0 1
心身の故障 0 0 19 0 19
職に必要な適格性を欠く 0 0 0 0 0
刑事事件に関し起訴された 0 0 0 0 0

計 0 1 19 0 20

※懲戒処分とは、規律と公務遂行の秩序を維持することを目的に、職員が法令違
反などの一定の義務違反に対し、道義的責任を問う処分です。

（単位：人）（２）懲戒処分者数
区　分 懲戒の理由 免職 停職 減給 戒告 計

令和
３年度

法令に違反した（交通事故
等含む） 0 0 0 0 0

職務上の義務違反又は職務
を怠った 0 0 0 1 1

全体の奉仕者にふさわしく
ない非行 0 4 2 0 6

計 0 4 2 1 7

年度 区分 男 女 計

令和３年度
定年退職 6 5 11
応募認定退職 5 9 14
普通退職等 15 10 25

計 26 24 50

志
摩
市
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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志摩市の人事行政の運営状況をお知らせします
志摩市の適正な人事運営を確保するため、市職員の任免や給与、勤務条件などの状況をお知らせします。
積極的に情報公開や情報提供を進めることで、理解と信頼が得られるよう市政運営を進めていきます。
●人事行政の運営状況の詳細は、市ホームページでご覧いただくことができます。

（単位：人）各年４月１日現在

令和４年４月１日現在

令和４年４月１日現在（１）部門別職員数

（７）特別職の給与・報酬など

（２）平均給料月額、平均給与月額、平均年齢

総務課　 44・0201　 44・5252

1．職員数・給与などの状況

部門 区分 職		員		数 対前年
増減数

主な
増減理由令和３年 令和４年

一
般
行
政
部
門

議会 5 5 0 ◆ 

業
務
の
見
直
し
・
効
率
化
、
退
職
職
員
の
不
補
充
等
に
よ
る
減

総務 125 135 10
税務 23 24 1
農林水産 21 21 0
商工 14 12 △ 2
土木 32 36 4
民生 136 139 3
衛生 59 52 △ 7

小  計 415 424 9
教育部門 90 75 △ 15

消防 147 146 △ 1

公
営
企
業
等

病院 89 84 △ 5
水道 23 22 △ 1
下水道 5 5 0
その他 24 18 △ 6

小  計 141 129 △ 12

合    計 793
［800］

774
［800］

△ 19
［0］

役職 給料月額等 期末手当支給割合
市　長 900,000円 ６月期 1.90月分
副市長 700,000円 12月期 2.05月分
教育長 600,000円 計 3.95月分 令和３年度支給割合
議　長 470,000円 ６月期 1.40月分
副議長 399,000円 12月期 1.55月分
議　員 370,000円 計 2.95月分 令和３年度支給割合

区　　　分 志摩市 三重県

一般行政職
平均給料月額 314,463円 333,355円
平均給与月額 378,119円 429,844円
平均年齢 41.5歳 44.0歳

技能労務職

平均給料月額 285,709円 －

平均給与月額 314,431円 －

平均年齢 50.4歳 －

令和４年４月１日現在（３）一般行政職の初任給
区分 大学卒 高校卒

志摩市 182,200円 154,900円
三重県 189,200円 154,900円

国 一般職 182,200円 一般職 150,600円

令和４年４月１日現在（４）一般行政職の経験年数別平均給料月額
区分 経験年数

10年 20年 25年 30年

志摩市
大学卒 247,950円 337,014円 378,860円 395,400円
高校卒 － 303,850円 321,700円 390,500円

※職員数は一般職に属する職員数です。
※［ 　］内は、条例定数の合計です。

※期末手当支給時に加算措置があります。

※給与とは、基本給である給料に諸手当を加えたものです。

（５）ラスパイレス指数の状況

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合
の地方公務員の給与水準を示す指数をいいます。

※類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラ
スパイレス指数を平均したものです。

96.9 96.8

97.4

97.7
9898 98 97.9

97.6 97.5

99.1 99.1
98.9 98.9 98.8

95

95.5

96

96.5

97

97.5

98

98.5

99

99.5

100

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

志摩市

類似団体

全国平均

（６）人件費の状況（各年度普通会計決算統計より）

※人件費には、市長、議員などに支給される給料、報酬などや共済
組合などへの負担金が含まれます。

※令和２年度からは会計年度任用職員に支給される給料、報酬など
や共済組合などへの負担金も含まれます。

※令和３年度からは旧志摩広域消防組合と統合しておりその人件費
も含んでいます。

0.0%
2.0%
4.0%
6.0%
8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
人件費
内職員給
歳出総額に占める職員給の割合

（百万円）

4,278 4,243 4,252

5,042

6,200

2,855 2,802 2,821 3,013

3,886

志
摩
市
の
人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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プログラムの詳細
各種イベントの詳細については、病院ホームペー

ジ（https://shimacityhospital.
jp/）で随時更新していきます。
　Youtubeで参加の方は、左記のQR
コードを読み取ってください。

志摩市地域包括支援センター（担当地区：阿児・大王・志摩） 44・0284  44・5260
浜島・磯部地域包括支援センター（担当地区：浜島・磯部） 68・2211  68・7755

志摩高校　漫画・文芸研究部

地域包括支援センターかわら版
地域包括支援センターは

高齢者の暮らしを総合的にサポートします!!

ご存じですか　ご存じですか　成年後見制度成年後見制度

成年後見制度で
安心！

問い合わせ　志摩市民病院  72・5555  72・3949

志摩市民病院だより

志摩市民病院の
休日夜間診療

　休日や夜間に具合が悪くな
った人に応急処置をしますの
で、ご来院前には必ず電話で
お問い合わせください。

薬剤師を
募集しています

　地域医療に関心のある人をお待ち
しております。くわしくは、志摩市
民病院ホームページをご覧ください。

志摩市民病院 検索

　認知症、知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が十分でない人は、必要
な財産管理や契約をすることが難しい場合があります。そんな時、活用できる成
年後見制度は以下の２つの制度があります。

志摩市地域包括支援センターでは、成年後見制度相談窓口を
設置し、制度の説明や広報・啓発を行っています。

任意後見制度
　将来、判断能力が低下した場
合に備えて ｢誰に｣ ｢どのよう
な支援をしてもらうか｣ を決め
て、任意後見契約をします。判
断能力が低下したときに契約の
相手方が任意後見人として本人
を支援します。手続きは公証役
場に行います。

現在、判断能力があり、
将来に備えたい場合は…

法定後見制度
　本人の判断能力の程度によって「補助」「保
佐」「後見」に分かれ、実情に応じて家庭裁
判所が援助者を選任します。悪質商法など、
成年後見人等の同意を得ずに行った不利益な
法律行為を後から取り消すことができる場合
があります。
　手続きは家族や本人が家庭裁判所で審判の
申立てを行います。

判断能力が十分でない場合は…

第
７
回
病
院
ま
つ
り
開
催
に
つ
い
て

　
今
年
の
病
院
ま
つ
り
は
「
あ
な
た
の
心
を
虹
色
に
」
を

テ
ー
マ
に
現
地
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催
し
ま

す
。
音
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と
そ
の
他
の
催
し
物
で
市
民

の
皆
さ
ま
と
配
信
を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
方
々
も
楽
し
め
る

ひ
と
時
に
な
る
よ
う
に
病
院
ま
つ
り
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

開
催
日
時　
11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
～
14
時
30
分

　
　
　
　
　
※
雨
天
の
時　
現
地
開
催
中
止

　
　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
み

開
催
場
所　
志
摩
市
民
病
院 

１
階 

正
面
駐
車
場

駐 

車 

場　
近
隣
に
駐
車
場
を
ご
用
意
し
ま
す
が
、
な
る

べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内　
　
容　
音
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
各
種
ブ
ー
ス

　
感
染
対
策
の
た
め
今
年
は
屋
台
等
の
飲
食
物
の
販
売
は

行
い
ま
せ
ん
。
お
越
し
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

病
院
ま
つ
り
実
行
委
員
会

志
摩
市
民
病
院
だ
よ
り
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
わ
ら
版
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資
源
と
ご
み
通
信

ご
み
の「
不
法
投
棄
等
監
視
カ
メ
ラ
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
ご
み
の
出
し
方
（
ル

ー
ル
）
が
守
ら
れ
て
い
な
い
集
積

所
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
不
法
投

棄
な
ど
の
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
ご
み
集
積
所
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
、
管
理
し
て
い
る
お
か
げ
で
、
美
観
や
衛
生

上
も
き
れ
い
な
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
が
い

る
と
、
皆
さ
ん
が
管
理
し
気
持
ち
よ
く
利
用
し
て
い
る
集
積
所
が
、
乱
雑

で
不
衛
生
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。分
別
方
法
や
収
集
日
な
ど
を
確
認
し
、

ル
ー
ル
を
守
り
集
積
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ル
違
反
ご
み
は
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
決
め
ら
れ
て
い
る
収
集
日
以
外
に
出
さ
れ
た
ご
み
や
分
別
さ

れ
て
い
な
い
ご
み
は
、
集
積
所
に
出
し
て
あ
っ
て
も
収
集
し
ま
せ
ん
。
ル

ー
ル
違
反
ご
み
に
は
シ
ー
ル
を
貼
り
、
適
正
な
分
別
を
し
て
も
ら
う
た
め

に
集
積
所
に
残
し
て
い
ま
す
。
残
っ
た
ご
み
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
迷
惑
と

な
り
ま
す
の
で
、
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
た
場
合
は
持
ち
帰
り
、
適
正
な

分
別
を
し
て
出
し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

※
シ
ー
ル
の
貼
ら
れ
た
指
定
ご
み
袋
は
、
シ
ー
ル
を
は
が
さ
ず
、
シ
ー
ル

に
大
き
く
×
印
を
し
て
再
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
環
境
・
ご
み
対
策
課
（
阿
児
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

　

４
３・７
９
４
０　

４
３・７
９
４
１

　

kankyogom
itaisaku@

city.shim
a.lg.jp

Ｑ 

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た

時
の
気
持
ち
は
？

寺
井
さ
ん　
頑
張
っ
て
取
り

組
ん
で
た
け
ど
、
１
年
目

で
生
ま
れ
る
と
思
っ
て
な

か
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
で
も
、
す
ご

く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ 

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

寺
井
さ
ん　
卵
が
小
さ
く
て

透
明
、
生
ま
れ
た
子
ど
も

す
ご
く
小
さ
か
っ
た
の

で
、
見
つ
け
る
の
が
大
変

で
し
た
。
あ
と
、
産
卵
行

動
で
オ
ス
と
メ
ス
を
一
緒

の
水
槽
に
入
れ
る
と
、
オ

ス
が
メ
ス
の
尾
び
れ
を
噛

む
の
で
、
メ
ス
だ
け
が
避

難
で
き
る
サ
イ
ズ
の
パ
イ

プ
を
水
槽
に
入
れ
る
な
ど

の
工
夫
を
し
ま
し
た
。

Ｑ 

こ
れ
か
ら
の
飼
育
に
つ

い
て

寺
井
さ
ん　
生
ま
れ
た
子
が

無
事
に
育
っ
て
、
次
の
世

代
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ッ
ス
、
お
ら
ネ
コ
ギ
ギ
！ 

志
摩
市
の
み
ん
な
、

元
気
か
？

　
え
？
お
め
ぇ
、
お
ら
の
こ
と
、
知
ら
ね
え
の
か
？

よ
し
、
じ
ゃ
あ
、
自
己
紹
介
す
っ
ぞ
。
も
う
い
っ
か

い
言
う
と
、
お
ら
の
名
は「
ネ
コ
ギ
ギ
」。
ナ
マ
ズ
の

仲
間
で
国
の
天
然
記
念
物
な
ん
だ
ぜ
。
伊
勢
湾
の
周

り
の
川
に
し
か
住
ん
で
ね
ぇ
ん
だ
け
ど
、
川
の
水
が

汚
れ
た
り
ダ
ム
建
設
な
ん
か
で
数
が
減
っ
ち
ま
っ

て
、
今
は
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
る
ん
だ
。

　
そ
ん
な
貴
重
な
お
ら
達
が
、
水
産
高
校
に
い
る
っ

て
こ
と
、
志
摩
市
の
み
ん
な
は
知
っ
て
っ
か
？
去
年

３
月
に
休
館
し
た
志
摩
マ
リ
ン
ラ
ン
ド
（
阿
児
町
）

で
展
示
さ
れ
て
た
メ
ス
３
匹
と
保
護
増
殖
事
業
を
や

っ
て
る
い
な
べ
市
か
ら
オ
ス
３
匹
を
去
年
10
月
に
水

産
高
校
が
譲
り
受
け
て
、
水
産
資
源
科
ア
ク
ア
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
の
生
徒
と
先
生
た
ち
が
飼
育
・
増
殖
、

つ
ま
り
「
種
の
保
存
」
に
挑
戦
し
て
ん
だ
。

　
で
、な
ん
と
！
今
年
の
８
月
、メ
ス
が
産
卵
し
て
、

そ
の
う
ち
６
匹
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ん
だ
。 

生

ま
れ
た
ば
っ
か
の
時
は
小
っ
ち
ゃ
く
て
、
探
す
の
も

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
２
㎝
ぐ
ら
い
に
成
長
し
て

瓦
の
陰
に
隠
れ
た
り
元
気
に
泳
ぎ
回
っ
た
り
、
す
っ

げ
え
か
わ
い
い
ぞ
。
志
摩
市
の
み
ん
な
、
お
ら
達
と

か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
を
見
に
、
水
産
高
校
に
来
て
く

れ
よ
な
！

　
最
後
に
、
お
ら
達
を
世
話
し
て
く
れ
て
る
水
産
資

源
科
ア
ク
ア
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
２
年
の
寺て

ら

井い

心こ

陽ひ
な

さ

ん
に
話
を
聞
い
た
の
で
紹
介
す
る
ぞ
。

水産高校コラム

い

の

ち

の

ト

バ

ン

ネコギギ ネコギギの赤ちゃん 寺井さんとネコギギの水槽

水
産
高
校
コ
ラ
ム
・
資
源
と
ご
み
通
信
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志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　
田た

畑ば
た 

好よ
し

基き

シ
リ
ー
ズ

第
125
回

医
療・
福
祉・
介
護
の
現
場
か
ら

　
先
月
号
で
書
い
た
「
私
は
お
酒
が
大
好
き
で
す
。
医
者
に
な
る
た
め
に
は
酒
も
飲
め
な
い
と
だ
め
だ

と
思
っ
た
」
は
事
実
で
す
。
医
者
は
対
人
的
な
職
業
の
た
め
、
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
当
時
の
大
き
な
交

流
手
法
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
他
人
や
先
輩
と
の
交
流
手
法
で
、
そ
の
ほ
か
に
私
が
「
で
き
な
け
れ
ば
」
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
ゴ

ル
フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
麻
雀
、
将
棋
な
ど
で
し
た
。

　
私
の
大
学
は
全
寮
制
で
、
寮
の
中
に
「
和
室
」
と
呼
ば
れ
た
飲
み
会
や
麻
雀
を
自
由
に
や
っ
て
い
い

部
屋
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
よ
く
飲
み
会
や
麻
雀
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
寮
の
中
に
便
利
な
部
屋
が
あ
る
な
あ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
寮
管
理
担
当

の
教
授
の
提
案
で
、「
寮
に
交
流
で
き
る
部
屋
が
な
い
と
、
学
生
が
飲
み
会
や
麻
雀
の
た
め
に
寮
外
に

出
か
け
る
回
数
が
増
え
て
、
結
果
的
に
悪
い
人
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て
作
っ
た
そ
う
で
し

た
。

　
そ
の
考
え
は
今
の
時
代
で
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
て
、
私
が
学
生
時
代
に
住
ん
で
い
た
学
生
寮

は
、
一
般
の
家
族
に
と
っ
て
は
家
庭
で
す
。
自
分
の
家
庭
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
い
家
族
で
あ
り
、
い
い
成
長
を
す
る
秘
訣
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、「
我
が
家
は
楽
し
い
か
ら
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
」
と
思
わ

れ
た
人
も
、「
も
っ
と
楽
し
く
す
る
に
は
何
が
で
き
る
か
な
あ
」
な
ど
と
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
？

　
遠え

ん

藤ど
う 

洋ひ
ろ

也や

　
は
じ
め
ま
し
て
。

　
私
は
４
月
に
入
職
し
、
通
所
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
介
護

歴
は
10
年
ほ
ど
で
す
が
、
通
所
の
経
験
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
た
め
、

新
し
い
気
持
ち
で
日
々
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
釣
り
で
す
。
志
摩
で
生
ま
れ
育
ち
、
幼
少
の
頃
か
ら

よ
く
祖
父
に
連
れ
て
も
ら
い
、
こ
の
綺
麗
な
海
が
広
が
っ
て
い
る
環

境
の
中
で
の
釣
り
は
最
高
の
趣
味
だ
と
思
っ
て
お
り
、
祖
父
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
言
に
釣
り
と
言
っ
て
も
色
ん
な
釣
り
方
が
あ
り
、
餌
を
使
う

釣
り
も
あ
れ
ば
疑
似
餌
を
使
う
釣
り
も
あ
り
ま
す
。
餌
釣
り
は
手
の

汚
れ
な
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
釣
れ
た
魚
を
触
り
た
く

な
い
場
合
は
、
手
で
触
れ
ず
に
魚
を
挟
む
器
具
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
毒
を
持
つ
魚
が
釣
れ
た
時
等
に
使
用
す
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
は
中
学
生
頃
ま
で
は
餌
釣
り
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
現
在
は

疑
似
餌
を
使
用
す
る
釣
り
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
釣
り
の
注
意
点
と
し
て
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、
ゴ
ミ
の
持

ち
帰
り
、
漁
港
等
で
は
漁
業
従
事
者
の
方
や
、
同
じ
釣
り
客
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
は
気
を
付
け
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
、
こ
の
美
し
い
海
が
広
が
っ
て
い
る
志
摩
で
、
趣
味
の
１

つ
と
し
て
釣
り
を
取
り
入
れ
て
み
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

志
摩
地
域
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
長
だ
よ
り

楽
し
い
家
庭

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
現
場
か
ら
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志
摩
市
で
活
躍
す
る
市
職
員
の
皆
さ
ん
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
コ
ラ
ム
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
グ

ル
ー
プ
か
ら
志
摩
市
の
産
業

振
興
部
へ
出
向
し
て
い
る
村

上
康
司
で
す
。
出
向
２
年
目

と
な
る
今
年
度
は
、「
観
光

誘
客
推
進
監
」
と
し
て
、
観

光
誘
客
、特
産
品
の
活
用
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、

人
材
交
流
、
お
も
て
な
し
強
化
、
企
業
誘
致
な
ど
の
業

務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
住
め
ば
住
む
ほ
ど
、志
摩
の
魅
力
を
実
感
し
て
お
り
、

よ
り
多
く
の
人
に
、志
摩
の
自
然
や
お
い
し
い
食
べ
物
、

人
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
、
よ
り
飛
行
機
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
、
飛
行
機
に
つ
い
て
の
よ
く
あ
る
質
問
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
：
飛
行
機
は
ど
う
し
て
飛
ぶ
の
？

Ａ
：
飛
行
機
は
つ
ば
さ
の
持
つ
浮
く
力
に
よ
っ
て
空
を

飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ば
さ
は
上
面
の
ほ
う
が
下

面
よ
り
も
ふ
く
ら
ん
だ
特
別
な
形
を
し
て
お
り
、
飛
行

機
が
前
に
進
む
と
つ
ば
さ
の
上
の
空
気
が
下
の
空
気
よ

り
も
早
く
流
れ
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

流
れ
方
の
差
に
よ
っ
て
浮
く
力
を
出
す
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
：
飛
行
機
雲
は
ど
う
し
て
で
き
る
の
？

Ａ
：
冬
の
寒
い
日
に
温
か
い
息
を
は
く
と
、
そ
の
息
は

白
く
な
り
ま
す
。

　
飛
行
機
が
飛
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
マ
イ
ナ
ス
55
度

と
い
う
真
冬
の
世
界
な
の
で
、
飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
が

は
き
出
し
て
い
る
温
か
い
空
気
も
同
じ
よ
う
に
白
く
な

り
ま
す
。
天
気
の
い
い
日
に
観
察
す
る
と
、
エ
ン
ジ
ン

の
数
だ
け
雲
が
で
き
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。ま
た
、

飛
行
機
が
飛
ん
で
い
て
も
、
必
ず
飛
行
機
雲
が
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、
空
気
中
に
、
あ
る
程
度
の
水
蒸
気
が

含
ま
れ
て
い
る
と
き
に
だ
け
で
き
ま
す
。

Ｑ
：
荷
物
は
ど
こ
に
積
む
の
？

Ａ
： 

空
港
で
預
か
っ
た
荷
物
は
、
ま
ず
「
コ
ン
テ
ナ
」

と
い
う
四
角
い
大
き
な
箱
に
整
理
し
て
入
れ
て
か
ら
、

飛
行
機
の
胴
体
の
下
半
分
、
ち
ょ
う
ど
皆
さ
ん
が
座
る

客
室
の
真
下
に
あ
る
貨
物
室
に
積
み
こ
み
ま
す
。

　
ま
た
、
胴
体
の
下
半
分
に
は
荷
物
の
ほ
か
に
も
、
飛

行
機
の
操
縦
に
欠
か
せ
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
エ
ア

コ
ン
、
機
種
に
よ
っ
て
は
燃
料
な
ど
が
搭
載
さ
れ
、
大

き
な
タ
イ
ヤ
も
収
納
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
ま

す
。

も
っ
と
飛
行
機
に
つ
い
て
知
り
た
い
人
は

こ
ち
ら

Ｊ
Ａ
Ｌ
リ
モ
ー
ト
工
場
見
学

検
索

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
「
新
し
い
価
値
観
」
の
中
で
、
感

染
症
対
策
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
も
、「
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
変
化
す
る

自
然
環
境
や
、
社
会
情
勢
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、「
地
域
産
業
の
復
活
」

を
目
的
と
し
て
実
行
す
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
で
生
ま
れ
た
新
し
い
価
値
観
を
踏
ま
え
、
志
摩

市
特
有
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
や
情
報
発
信
を
行
う
た

め
に
「
新
た
な
旅
の
ス
タ
イ
ル
促
進
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

志
摩
市
が
継
続
的
に
選
ば
れ
る
旅
行
先
と
な
り
、
ひ
い
て
は
コ
ロ
ナ
後
に
お
い

て
も
新
た
な
教
育
旅
行
団
体
の
獲
得
を
目
指
す
た
め
に
「
教
育
旅
行
満
足
度
向

上
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
学
生
合
宿
を
誘
致
し
て
観
光
消
費

額
の
増
加
や
、
市
内
宿
泊
施
設
を
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
関
西
圏

や
中
部
圏
の
大
学
に
広
告
媒
体
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
と
１
泊
２
，０
０
０
円
の
補

助
を
「
学
生
合
宿
誘
致
事
業
」
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
し
た
「
地
域
産
業
の
復
活
」
に
か
か
る
事
業
に
お
け
る
財
源
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
か
ら
の
財
源
を
７
，３
９
０
万
円
確
保
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
子
や
孫
の
世
代
へ
「
自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市
」

と
い
う
贈
り
物
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市
政
を
推
し
進
め
て

い
く
、
そ
れ
が
私
の
変
わ
ら
ぬ
使
命
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自
慢
で
き
る
新
し
い
志
摩
市 

⑧

市
長
コ
ラ
ム

vol.24

志
摩
市
長
　
橋は
し
爪づ
め

　
政ま
さ
吉よ
し

自
慢
で
き
る

　
　
志
摩
市
を
創
る

観光誘客推進監

村上 康司

市
長
コ
ラ
ム
・
Ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ 

Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
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11月の子育て支援事業のご案内
浜島子育て支援センター　 53・1220

事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

９時～12時
13時～16時

子育てサロン ９時～12時
13時～15時

子育て支援センター わくわくの森　 44・1117
事　業 と　　き

センター開放 毎週月～金 ９時～14時育児相談

志摩子育て支援センター　 85・0940
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

９時～12時
13時～16時

子育てサロン ９時～12時
13時～15時

磯部子育て支援センター　 55・1741
事　業 と　　き

育児相談
毎週月～金

9時～12時
13時～16時

子育てサロン 9時～12時
13時～15時

※いずれの事業も開催日が祝日の場合はお休みです。
※えがお志摩保育園の園庭開放は、１週間前までに電

話予約が必要です。

問
い
合
わ
せ

人
権
市
民
協
働
課　

４
４・
０
２
２
７

４
４・５
２
６
０

　

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
２
週

間
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
に
関
す
る

取
組
を
強
化
す
る
た
め
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
の
４
人

に
１
人
が
Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
）

に
あ
っ
て
お
り
、
被
害
を
受
け
た
女
性
の
う

ち
約
５
人
に
１
人
が
、
そ
の
暴
力
に
よ
っ
て

「
命
の
危
険
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
」と
答
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を
受
け
た
女
性
の

４
割
が
「
ど
こ
に
も
相
談
し
て
い
な
い
」
と

い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
期
間
に
は
全
国
各
地
で
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ

ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に
ち
な
ん
で
「
パ
ー
プ
ル
・

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
は
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
暴
力
の
根
絶
を
広
く
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
被
害
者
に
対
し
て
「
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
を
し
て
下
さ
い
。」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口

○
三
重
県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
女
性
相
談
所
）

　

０
５
９・
２
３
１・５
６
０
０

・
月
、
火
、
木
、
金
曜
日　

　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

・
水
曜
日
は
夜
間
ま
で
相
談
可
能

　
９
時
か
ら
20
時
ま
で

○
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
フ
レ
ン
テ
み
え
」

　
（
月
曜
休
館
）

　
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談

　

０
５
９・
２
３
３・
１
１
３
３

・
火
曜
か
ら
日
曜
日

　
９
時
か
ら
12
時
ま
で

・
火
、
金
、
土
、
日
曜
日

　
13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

・
木
曜
日

　
17
時
か
ら
19
時
ま
で

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

事　　業 と　　　き と　こ　ろ

子育てサークル
わらじっこ 毎週金曜 ９時30分

～11時
大王公民館

72・2468

園庭開放

毎週水曜 ９時30分
～11時

浜島幼保園
53・1220

毎週月～木 ９時30分
～11時30分

大王幼保園
（大王保育所）

72・0529

毎週月～金 ９時30分
～11時

志摩幼保園
85・3217

９日（水） ９時30分
～11時

鵜方保育所
43・0156

16日（水） ９時30分
～11時

立神保育所
45・2704

１日（火）
15日（火）

10時
～10時30分

えがお志摩保育園
45・8600

17日（木） ９時30分
～11時

磯部幼保園
55・2347

24日（木） ９時30分
～11時

ひまわり保育所
55・0177

10日（木） ９時30分
～11時

ひのでが丘保育所
55・0577

※新型コロナウイルスの
影響で中止になること
があります。

す
く
す
く
ラ
ン
ド
・
じ
ん
け
ん
コ
ー
ナ
ー
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日 月 火 水 木 金 土

●
▲ ●
▲ ●
▲ ● ■
▲ ●

　赤字を理由に潰れる寸前の市民病院。勤務医が続々と
辞めていく中、院長に名乗り出た34歳の青年医師・速水
隆太は病院再建に奔走する。

五
い が ら し

十嵐貴
たか

久
ひさ

／著

奇跡を蒔くひと小　
説

　身近な自然で遊びをつくってみましょう。「ふゆの音
さがし」「ひかりあそび」「こおりづくり」など、「ひとり」
または「みんな」で楽しめる冬の自然遊びを紹介。

高
たかはしきょうこ

橋京子／監修

ふゆであそぼうあ
そ
び

※新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、中止になる場合があります。

イベント案内 カレンダー
館 名 と　き 内　容

市立

11月20日（日）　14時～ ビブリオバトル
市立図書館にて 参加者募集中！

11月21日（月）　10時～ おはなし会（赤ちゃん向け）

12月３日（土）　10時～
おはなし会
クリスマスにはちょっと早いけ
どサンタもくるよ

志摩
11月26日（土）　10時30分～ よみきかせ会
12月７日（水）　11時～ よみきかせ会（赤ちゃん向け）

入館無料 志摩市歴史民俗資料館からのお知らせ
安乗の人形芝居の人形と祭具展示品紹介

　「安乗の人形芝居」は国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる人形芝居で、毎年９月、安乗神社の祭礼の際に、境内の広
場に建てられた専用の舞台において演じられる人形芝居です。
資料館では、年始に奉納される「式三番叟」の、一番叟、二番

叟、三番叟の３体の人形や祭
具を展示しています。このほ
かにも、志摩市の代表的な行
事やまつりについて、展示・
紹介しています。

古文書
学習会

今月の
と　き 11月19日（土）13時30分～15時
ところ 磯部生涯学習センター ２階 研修室

志摩市立図書館 43・8000 43・8003　志摩図書室 85・7801 85・2563　民俗資料館・磯部図書室 55・2881 55・2935

きて！ みて！ よんで！
としょかん・しりょうかんみんなの

新しく入った
本を紹介します
（★は児童書です）

▲ 志摩・磯部・大王・浜島休み　　● 市立休み
■ 市立・志摩・磯部休み

   11/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 12/1 2 3

　子どもたちは絵を描いたり工作をしたり
するのがすきです。
　子どもたちのために、簡単な工作につい
て実践を交えて学んでみませんか？工作だ
けでなく、子どもと接するときに注意する
ことなども教えます。

人材育成講座 「大人のための子どもがよろこぶ簡単工作講座」

工作見本

写真展

「安乗の人形芝居」開催中！
１１月2３日（水・祝）まで

　国の重要無形民俗文化
財に指定されている「安
乗の人形芝居」の、令和
４年度の様子を紹介する
写真を展示しています。

と　き　11月27日（日）13時30分～15時
ところ　志摩市立図書館　多目的ホール
講　師　野

の

垣
がい

内
と

　宗
つかさ

氏
　　　　（みえこどもの城勤務）
定　員　20人（要予約）
対　象　一般

図
書
館
だ
よ
り
・
志
摩
市
歴
史
民
俗
資
料
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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「募集」「お知らせ」など役立つ情報をお知らせします

特定健診・後期高齢者
健診を受診しましょう

　市の国民健康保険に加入してい
る40歳以上の人を対象に、特定健
康診査を実施しています。
　また、後期高齢者医療制度に加
入している人を対象に、後期高齢
者健康診査を実施しています。
　対象者には６月下旬以降に受診
券と案内文書を郵送しています。
　まだ受診されていない人は、期限
までにぜひ受診しましょう。
受診期限　11月30日（水）
問い合わせ
保険年金課
　 44・0213　 44・5260
三重県後期高齢者医療広域連合
　 059・221・6884
　 059・221・6881

11月・12月は 
差押強化月間です

　志摩市、伊勢市、鳥羽市、玉城町、
度会町、大紀町、南伊勢町と伊勢県
税事務所では、11月と12月の２か
月間を差押強化月間と位置づけて、
地方税の滞納整理に取り組みます。
　災害や病気など特別な理由によ
り税金の納期内納付が困難となっ
た場合は、ご相談ください。
問い合わせ　収税課

44・０２１２　 44・５２６１
shuzei@city.shima.lg.jp

ハローワーク伊勢 
移転のお知らせ

　12月5日（月）から、新庁舎で業務
を開始します。
移転先住所　伊勢市宮後1丁目1番
35号MiraISE8階

（JR伊勢市駅から徒歩3分）
利用時間　8時30分～17時15分

（休日/土日・祝日・年末年始）
問い合わせ　ハローワーク伊勢

（伊勢公共職業安定所）
0596・27・8609
0596・27・1384

未登記家屋の名義を 
変えるときは

　売買や相続などで未登記家屋
（法務局に登記されていない家屋）
の名義を変えるときは、課税課への
届出が必要です。くわしくは、課税
課にお問い合わせください。
問い合わせ　課税課

44・0211　 44・5261
kazei@city.shima.lg.jp

最低賃金が933円に
　三重県最低賃金は、10月1日から
31円引き上げられて、時間額933
円になりました。
　なお、特定の産業に該当する事
業場で働く労働者には、特定（産業
別）最低賃金が適用されます。
　また、中小企業支援のための業務
改善助成金制度などの支援策があ
りますので、ぜひご活用ください。
問い合わせ　三重労働局賃金室

059・226・2108

募「若年層自殺対策講演会」
参加者募集

　１０代は、子どもから大人になる
ために大きく変化する時期で、心や
身体のバランスを崩しやすい時期
でもあります。子どもの異変にいち
早く気付き、適切に対応していく方
法を学びましょう。
とき　１２月１日(木) １３時３０分～１５時
ところ　磯部生涯学習センター
講師　三重県立こころの医療セン
ター ユース・メンタルサポートセン
ターMIE ソーシャルワーカー 前川
千秋氏
参加費　無料
定員　３０人
申込期限　１１月２９日（火）
問い合わせ・申し込み　健康推進課

44・1100　 44・1102

令和４年度全国瞬時警報
システム（Jアラート）の
全国一斉情報伝達試験

（第３回）を実施します
　Jアラートが正常に動作すること
を確認するため、防災行政無線お
よび防災行政無線戸別受信機から、

「これは、Jアラートのテストです」と
試験放送が流れます。
※緊急放送として流れるため、最大音

量で放送が流れますのでご注意くだ
さい。

とき　11月16日（水）　11時
問い合わせ　防災危機管理室

４４･０２０３　 ４４・５２５２

妊婦さん、産婦さん、 
お困りの時はご利用 
ください！

　県立志摩病院産婦人科にベテラ
ン産婦人科医の中

なか

島
じま

雅
まさ

彦
ひこ

医師が着
任しました。これまでの婦人科診療
に加えて、地域での妊娠・出産を応
援するために妊婦さんや産婦さん
の対応も行っています。
　妊娠中の不安や心配事など予約
不要ですのでお気軽にご利用くだ
さい（予約も可）。受診可能日時など
くわしくは、お問い合わせください。
問い合わせ　県立志摩病院

43・0501

志摩市二十歳の集いを
開催します

とき　令和５年１月８日（日）
　　　受付 ９時30分～
　　　開式 10時30分～
ところ　阿児アリーナ オーシャン
ホール
参加対象　平成14年４月２日～
平成15年４月１日生まれの人
案内状　市内に住所がある式典の
参加対象の人へ11月上旬に案内状
を送付します。案内状が届かない
場合や、現在他の市町村に住所が
ある人で、志摩市の式典に参加を
希望する人は、12月9日（金）までに
案内状送付依頼フォー
ムからご依頼いただく
か、生涯学習スポーツ
課へご連絡ください。
託児　式典会場に託児所を設置し
ます。希望する人は、12月16日（金）
までに生涯学習スポーツ課へお申
込みください。
サポーター募集　実行委員会の活
動に協賛して取り組んでいただける

「志摩市二十歳の集いサポーター」
を募集しています。くわしくは、市ホ
ームページをご覧ください。
問い合わせ　生涯学習スポーツ課

44・０３３９　 44・５２６３
ky-sgakuspo@city.shima.lg.jp

11月の運転免許更新手続き
と更新時講習について

　大王公民館は大王町と志摩町に
お住まいの人、鵜方公民館は阿児
町にお住まいの人、桧山路生涯学
習センターは浜島町にお住まいの
人が対象です。
　講習は各会場とも11時から実施
しますが、新型コロナウイルス感染
状況により受講者数を制限する場
合があります。
　くわしくは、三重県警察ホームペ
ージもしくは市ホームページでご
確認ください。
問い合わせ　鳥羽警察署 交通課

０５９９・２５・０１１０（代）

実施日 実施場所 受付時間
１日（火） 大王公民館

９時
～１１時

８日（火） 鵜方公民館
１５日（火）大王公民館
２２日（火）桧山路生涯学習センター
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コンビニ交付サービスを
利用しましょう

　志摩市でも、マイナンバーカード
を利用してコンビニエンスストアな
どで住民票などの各種証明書が取
得できる、コンビニ交付サービスを
行っています。ぜひご利用ください。
利用できる店舗　全国のコンビニ
エンスストア(ファミリーマート、ロー
ソン、セブン‐イレブン、ミニストップ
等)、イオンリテールなど
※マルチコピー機が設置してある店舗

に限ります。
利用できる時間　
6時30分～23時(システムメンテナ
ンス日は除く)
※戸籍全部（個人）事項証明書、戸籍の

附票の写しは9時～17時（土日・祝日、
12月29日～翌年1月3日およびシス
テムメンテナンス日は除く）

問い合わせ　市民課
44・0210　 44・5260

鳥羽志摩子ども作品展
　鳥羽市、志摩市における園児・小
中学生の工作や書写・絵画などの
入選作品を展示します。
とき　１１月２５日（金）
～１１月２８日（月）９時～１９時
※ただし、最終日28日（月）は１２時まで
ところ　阿児アリーナ ベイホール
問い合わせ　学校教育課

44・0336　 44・5263

家屋を取り壊したときは
　登記されている建物を壊した場
合は、法務局で滅失登記の申請を
してください。ただし、滅失登記の
申請が12月末日までに間に合わな
い場合や、登記されていない建物
を壊した場合は、12月16日（金）ま
でに家屋滅失届を課税課に提出し
てください。
　なお、固定資産税には日割り、月
割りの制度はありません。課税の基
準日となる1月1日に家屋が存在し
ていた場合、1年分の固定資産税
がかかります。
問い合わせ　課税課

44・0211　 44・5261
kazei@city.shima.lg.jp

「人権パネル展」を 
開催します

　人権問題を身近な問題として考
えるきっかけにしていただくためパ
ネル展を開催します。
内容　人権パネル｢かがやく子ども
～すべての子どもが主役｣31点（三
重県人権センター所蔵パネル）
とき　11月29日（火）
～12月8日（木）（土日・祝日を除く）
ところ　市役所本庁舎1階
市民ギャラリー　
問い合わせ　人権市民協働課

44・0227　 44・5260

募 イキイキ子育て 
プログラム参加者募集

　お子さんへの関わり方で困った
ことはありませんか？ そんなときの
関わり方などを体験し学べる、保護
者向けの子育て講座（２回１コース）
を開催します。
とき　①11月29日（火） 10時～
　　  ②12月６日（火） 10時～
ところ　志摩市役所 ４階
対象　市内在住の乳幼児の保護者
募集人員　１５人程度
　　　　　（託児は１０人程度）
料金　無料
申込開始日　11月７日（月）～（定員
に達し次第終了）
申し込み・問い合わせ　健康推進課

44・1100　 44・1102

市民公開講座  
～もしもの話をもっと
身近に、元気な時に始
める人生会議～

　人生会議について考える機会に
しませんか。
とき　11月27日（日）
13時50分～15時５0分
ところ　三重県総合文化センター 
大ホール
内容　西

にし

川
かわ

満
みつ

則
のり

氏(国立長寿研究
医療センター医師）の講演のほか、
様々な医療職との討論など
料金　無料
問い合わせ
三重大附属病院緩和ケアセンター

059・231・5764
059・231・5348

１１月８日は、 
い（１）い（１）歯（８）の日です！ 

「オーラルフレイル」を 
予防しよう

　オーラルフレイルとは、お口の機
能の低下のことです。かむ力の低
下や舌の動きの衰えが食べる機能
の障害、さらには心身の機能低下
につながります。
　最近こんなことありませんか？

【オーラルフレイルチェック】
・むせる、食べこぼすことがある
・お口が乾く、口臭が気になる
・滑舌が悪い
・食欲がない
・硬いものがかみにくくなった など
　オーラルフレイルを予防するため
には、口や舌の体操をして口の周り
の筋肉を鍛える、歯や歯ぐきの健康
を保つためのケア、定期的な歯科
検診やバランスのとれた食事など
が有効です。
　ささいな衰えを見逃さないよう
に、かかりつけ歯科医院で半年に1
度は定期検診を受けましょう！
問い合わせ　健康推進課

４４・１１００　 44・1102

募 あしなが高校奨学金
（給付型）高校奨学生 
予約募集のお知らせ

対象　中学３年生で、高等学校、高
等専門学校、特別支援学校高等
部、大学受験資格を得られる３年制
の専修学校高等課程の１年生に進
学を希望していて、次に当てはまる
生徒。
　保護者が病気や災害もしくは自
死などで死亡または著しい障がい
を負うなどして、経済的な援助を必
要としている家庭の子ども
募集人数　650人程度
申請期限　12月15日（消印有効）
問い合わせ 　あしなが育英会
(フリーダイヤル) ０１２０・７７・８５６５

（平日9時～17時）
あしなが育英会奨学生 検索

11月11日～17日は
「税を考える週間」です

　国税庁では、毎年11月
11日から17日を「税を考
える週間」として、国税庁
ホームページで様々な情
報を提供しています。
税を考える週間 検索

問い合わせ　伊勢税務署
0596・28・3191

「第１６回美し国三重 
市町対抗駅伝」 
出場選手選考会の開催

　令和５年２月１９日（日）に開催予定
の第１６回美し国三重市町対抗駅伝
へ出場する選手の選考会を実施し
ます。
　詳細は決まり次第、市ホームペー
ジなどで周知します。
問い合わせ　生涯学習スポーツ課

44・0339　 44・5263

お
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「募集」「お知らせ」など役立つ情報をお知らせします

広告 広告

募 三重県立美術館友の会 
美術セミナー聴講者募集

　日本画における“風景画”の成立
についてお話します。日本画・風景
表現の入門編です。
講師　三重県立美術館学芸普及課
長 道

みち

田
だ

美
み

貴
き

さん
とき　12月3日（土）
13時30分～15時（受付13時～）
ところ　絵かきの町・大王美術ギャ
ラリー 3階 平賀亀祐記念館
聴講料　無料
募集人数　30人（先着順）
申込受付　11月4日（金）
～11月25日（金）
申し込み方法　名前・住所・電話な
どの連絡先を電話またはFAXでお
伝えください。募集要項は、市ホー
ムページをご覧ください。
申し込み・問い合わせ
絵かきの町・大王美術ギャラリー
　 72・4336　 72・4317
　 d-artgallery@city.shima.lg.jp
または
三重県立美術館友の会事務局
　 059・227・2232
　 059・223・0570
※美術セミナー当日は、平賀亀祐記念

館を観覧できません。ご了承くださ
い。

募 公共職業訓練（ハロー 
トレーニング）受講生 
募集のお知らせ

　ポリテクセンター伊勢では、再就
職を希望し公共職業安定所に求職
申し込みをしている人を対象に、も
のづくり分野に特化した職業訓練
を実施しています。
●機械・CAD科
定員　15人
訓練期間　12月13日（火）～令和
5年6月14日（水）
説明会日　11月7日（月）
入所選考日　11月10日（木）
訓練場所　ポリテクセンター伊勢

（伊勢市小俣町明野６８５）
受講料　無料
※ただし、別途テキスト代・作業服代が

必要です。
問い合わせ　
ポリテクセンター伊勢

0596・37・3121
0596・37・4914

募 志摩市人権講座を 
開催します！　

　「人権って難しい」と感じている人
も「気負わず」参加して、共に考えて
いきましょう。
　受講はすべて無料で、1回のみの
受講も可能です。
●土地差別の解決をめざして

～不動産に関わる部落差別の現
状と課題～

とき　11月30日(水)
講師　原

はら

田
だ

朋
とも

記
き

さん（公益財団法
人反差別・人権研究所みえ 調査・研
究員）
●「ヤングケアラー」について知ろう
とき　12月2日(金)
講師　志

し

治
じ

優
ゆ

美
み

さん（エンパワメン
トみえ代表）
●育休取得が日本を救う！！？知って

おくべき「ワーク・ライフバラン
ス」の本質

とき　12月16日(金)
講師　服

はっとりありゅう

部亜龍さん（三重県男女
共同参画センター「フレンテみえ」
専門員）

【共通】
ところ　市役所本庁舎4階 401・
402・403会議室
とき　１８時３０分～２０時

（受付１８時１５分～）
申込期限　各講座の前日まで
申し込み・問い合わせ　
人権市民協働課

44・0227　 44・5260

募 海女トークイベント 
「現役志摩の海女さんと
語る！海女の魅力 in海博」

とき　11月５日（土）、１２日（土）、
１９日（土） １３時～１５時
ところ　鳥羽市立 海の博物館
主催　三重大学海女研究
センター、鳥羽市立 海の博物館
参加費　８００円（入館料および
ところてんチケット付き）
定員　各日10人（事前予約必要）
問い合わせ
鳥羽市立 海の博物館

0599・32・6006
0599・32・5581

募 志摩市農業委員会委員
および志摩市農地利用
最適化推進委員を 
募集します

任期　令和５年７月２０日から３年間
定員　志摩市農業委員会委員 １４
人、志摩市農地利用最適化推進委
員 ２４人
報酬など　条例に基づき支給
申し込み　農業委員会事務局（農
林課内）または各支所窓口にある
所定の用紙に必要事項を記入の上
お申し込みください。
※応募用紙は志摩市ホームページから

もダウンロードできます
募集期間　１１月１１日（金）～１２月８
日（木）
※対象資格要件や職務内容など、くわ

しくはお問い合わせください。
問い合わせ
農業委員会事務局（農林課内）

44・0288　 44・5262
nogyoiinkai@city.shima.lg.jp

募 家事家計講習会 

　子どもの金銭教育のためのおこづ
かい帳や、健全な家庭生活のための
家計簿記帳などについて講習します。
とき　１１月１９日（土）１０時～１２時
ところ　磯部生涯学習センター　
２階 学習室
参加料　100円（保険料・資料代）
対象　小学生以上とその保護者
問い合わせ　伊勢友の会

０90・5879・4013（森）
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今月の相談事業など

掲載している内容は、新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、変更・中止になる場合があります

内　　容 と　き ところ 申し込み・問い合わせ

出張年金相談
年金に関する相談

11月10日（木）
10時～15時
※要予約

志摩市商工会館
日本年金機構
伊勢年金事務所

0596・27・3601

こころの相談
こころの病やこころの健康づく
りについて

【相談員】保健師

11月15日（火） 
９時～12時
13時～16時
※要予約
　（11月14日（月）12時まで）

市役所４階 
404会議室

健康推進課
（保健センター）

44・1100
44・1102

※随時相談も行っています。

巡回公証相談
相続・遺言、離婚、任意後見、
金銭・土地建物の貸借契約など
の公正証書作成や会社などの定
款認証その他について

【相談員】伊勢公証役場公証人

11月17日（木）
14時～16時
※要予約（前日まで）

市役所１階
⑤番窓口
介護・総合相談支援課

介護・総合相談支援課
44・0284
44・5260

こころの健康相談
11月24日（木）
13時30分～15時20分

（１人30分）
※要予約

三重県伊勢庁舎
ヘルスサポート室

伊勢保健所 地域保健課
0596・27・5148

発達障がいについての講座
発達特性の理解と生涯を見通し
た支援

【講師】仲　律子さん
【定員】先着24名

11月26日(土)
14時～16時

阿児アリーナ
第１会議室

志摩市ファミリー・
サポート・センター

44・0892

18歳未満の子どもに
ついての相談

【相談員】家庭児童相談員 など

平日９時～12時
　　13時～17時
電話での相談も可。

市役所１階
⑧番窓口
こども家庭課

こども家庭課
44・0282
44・5260

ひとり親家庭・寡婦からの
相談

【相談員】母子・父子自立支援員 
など

平日９時～12時
　　13時～16時
電話での相談も可。

市役所１階
⑧番窓口
こども家庭課

こども家庭課
44・0282
44・5260

女性からの相談
ＤＶについてなど

【相談員】女性相談員 など

平日９時～12時
　　13時～16時
電話での相談も可。

市役所１階
⑧番窓口
こども家庭課

こども家庭課
44・0282
44・5260

不動産に関する相談
宅地建物取引に関する相談

【相談員】宅地建物取引士

予約受付
平日10時～16時

（水曜日は除く）
※要予約

三重県宅地建物取引
業協会伊勢志摩支部

（伊勢市勢田町472）

三重県宅地建物取引業協会
伊勢志摩支部

0596・24・1685

就労相談
就労支援

【相談員】ハローワーク就職支援
ナビゲーター 他

【対象】児童扶養手当受給者

第３金曜日
第４水曜日
※変更となる場合があります

三重県志摩庁舎
１階相談室
(小会議室又は
入札室)

こども家庭課
44・0282
44・5260

※母子・父子自立支援員による
事前聞き取りあり

今
月
の
相
談
事
業
な
ど
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イ ベ ント 情 報

　第二部のテーマは『まつり』です。
　写真連盟会員の皆さんがレンズでとらえた志摩のまつり
での一瞬の情景をお楽しみください。
と    き　11月３日（木）～11月28日（月）
開館時間　９時～17時（最終入館は16時30分）。最終日は

16時閉館。
と こ ろ　絵かきの町・大王美術ギャラリー
休 館 日　火曜日、水曜日

（祝日の場合は開館）
観 覧 料　無料
問い合わせ　
　絵かきの町・大王美術ギャラリー

72・4336　 72・4317
d-artgallery@city.shima.lg.jp

　安乗岬園地で、ちいさな野外フェスが開催されます。音
楽とコンテンポラリーダンス、海女さんのトークショーや
ワークショップなどをとおして、自然と伝統文化を体感す
ることができます！
※イベント当日は安乗岬園地が貸し切りとなるため、園地内施

設（灯台参観含む）の利用はできなくなります。
※イベント参加は有料となります
　（チケット情報はイベントHP参照）
　　 https://anorhythm.jp/
と  き　11月26日（土）
　　　　12時30分～19時
ところ　安乗岬園地
問い合わせ　infusiondesign
　　　　　　 03・6427・3281
　　　　　　（平日12時～18時）

　11月３日 NEMU RESROT 55周年記念日に「自然×癒
し×SDGs」をテーマとしたイベントを開催いたします。
　海岸清掃＆海藻・貝殻拾いやヨガ・ウォーキング、マル
シェなどNEMUの自然をいかしたイベントです。
　ぜひご参加ください。
　志摩市もブース出展します。
と  き　11月３日（日）
　　　　海岸清掃＆海藻・貝殻拾い　10時～
　　　　マルシェ・イベント　　　　11時～14時
ところ　NEMU RESORT
問い合わせ　NEMU RESORT
　　　　　　 52・1211

　愛知産業大学・伊
勢工業高校の生徒や
関係者が志摩市内の
古民家を訪ね、その
特性と今後の活用方
法などの研究結果を
展示します。
と  き　11月14日（月）～11月24日（木）
　　　　８時30分～17時15分　最終日は16時まで
ところ　 市役所１階 市民ギャラリー
問い合わせ　三重県建築士会志摩支部  担当：東原
　　　　　　 45・2911

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、イベントが変更や中止になる場合があります。お問い合わせまたは市ホームページ
などをご確認ください

　秋風にゆれ黄金色に輝くススキの群生に会いに行きまし
ょう。メナード青山でセレブランチと秋のハーブガーデン
を楽しみます。
と    き　11月20日（日）　集合時間 ７時15分
と こ ろ　旧磯部町役場（集合場所）
参 加 費　ISC会員 5,500円　会員外 6,500円

新型コロナワクチン接種証明（３回目または４
回目）と身分証明書が必要となります。くわし
くは、お問い合わせください。

持 ち 物　飲み物・手袋・タオル・歩きやすい服装と靴
申込期限　11月13日（日）17時　先着40人
申し込み・問い合わせ　いそべスポーツクラブ
　　　　　　　　　　　 55・3345　 55・3346

　ふぐ汁や伊勢えび汁のふ
るまいもありますので、ぜ
ひご来場ください。
と  き　令和５年１月１日
　　　　６時～
ところ　安乗岬園地
主  催　あのり有志会
問い合わせ
　あのり有志会
　 080・5111・0902
　　（濵田）

※ふるまいはなくなり次第終了となります。
※当日は駐車場規制のため、入場後は７時頃まで退場できません。

大王美術ギャラリー企画展
「全日本写真連盟志摩支部写真展」

開催中

あのり拍子 ～anorhythm～

リトリート×SDGs
in NEMU RESORT

志摩市協働事業
「志摩の気候風土と住まいづくり

学習事業」パネル展

第20回いそべスポーツクラブ
ウォーキング大会

奈良 晩秋の曽爾高原を訪ねよう

初日の出と初富士

イ
ベ
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	 	 	1 	2 	3 文化の日 	4 	5 	

6 	7 	8 	9 	10 	11 	12 	

13 	14 	15 	16 	17 	18 	19 	

20 	21 	22 	23 勤労感謝の日 	24 	25 	26 	

27 	28 	29 	30 	

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

10月の
データ

人 口 交 通
全　域　総　数	 46,437人	（-95）
　　　　　男	 21,654人	（-40）
　　　　　女	 24,783人	（-55）
　　　　世帯数	 22,605世帯	（-11）

事　故　数／	 91件	（-3）
　うち人身事故	 1件	（-3）
　　　　物件	 90件	 （0）
死　者　数／	 0人	 （0）
傷　者　数／	 1人	（-3）

火 災

救 急
件　　数／	1件（-2）

出動件数／	387件（+89）
広域管内（南勢分署含）

地区別　浜島町	 3,833人	（-12）
　　　　大王町	 5,646人	（-7）
　　　　志摩町	 9,207人	（-24）
　　　　阿児町	20,712人	（-31）
　　　　磯部町	 7,039人	（-21）

（令和4年９月30日現在）　（　）内の数字は前月との比較です。 （令和4年9月30日現在）　（　）内の数字は前年との比較です。

コンビニ受診は
やめましょう！

志摩市休日夜間応急診療
所は、休日や勤務終了後
の医師・薬剤師のご協力
により運営しております。
「ちょっと心配だから診て
もらおう」「昼間仕事を休
めないから夜に診てもら
おう」などの理由で安易
に受診されることのない
よう、市民のみなさまに
お願いいたします。

歯科休日応急診療所のご案内市休日夜間応急診療所のご案内

場　　所 伊勢市八日市場町13-1
電話番号 0596・27・0829
受付時間 　開診日：日曜・祝日
　　　　 10時～12時
　　　 　13時～17時

場　　所 県志摩庁舎２階
　　　　（旧志摩保健所）
電話番号 43・5899
診療科目 内科・小児科
受付時間 　印の日は夜間
　　　　19時30分～21時30分
　　　　 　印の日は昼間
　　　　（日曜・祝日診療の日）
　　　　9時30分～12時
　　　　13時30分～16時

各種相談やイベント情報などを掲載しています　※日程などは変更となる場合があります

今月の納税・納付
納期限

11月30日（水）
固定資産税 ４期
国民健康保険税 ５期
後期高齢者医療保険料 ５期

※口座振替の人は、預貯金残高をご確認ください。
市税の納付に関する相談は収税課（ 44･0212）まで

11 月 広報カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

市民課窓口延長
（１９時まで）

乳幼児健康相談
（磯部生涯学習センター）

市民課窓口延長
（１９時まで）

乳幼児健康相談
（志摩幼保園）
こころの相談

（市役所４階
４０４会議室）

巡回公証相談
（市役所1階）

市民課窓口延長
（１９時まで）

乳幼児健康相談
（志摩市立図書館）

乳幼児健康相談
（志摩市立図書館）

市民課窓口延長
（１９時まで）

診	療	日 診	療	日11 月 11 月

12 月 12 月

広
報
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　「伊勢志摩ビーチラグビーFESTA2022」が浜島の大矢
浜で開催されました。
　今年は新型コロナウイルス感染防止対策を行い、県内外
から全30チーム、約300名の参加者が志摩の自然の中でビ
ーチラグビーを楽しみました。
　また、同会場で行われたじゃんけん大会やビーチフラッ
グスは観客、選手含め大いに盛り上がりを見せました。

　志摩市出身の女子バレーボール元日本代表の山
やまぐちまい

口舞さん
やＶリーグ機構に属する岡山シーガルズによるバレーボー
ル教室を阿児アリーナで開催しました。
　教室には、市内の小中学生が参加し、選手の丁寧な指導
を熱心に聞き、技術の向上に励みました。この機会が今後
に繋がり、活躍されることを期待しています。

伊勢志摩
ビーチラグビーFESTA2022

Ｖリーグ岡山シーガルズ
バレーボール教室

9/4

9/17

　８月４日から７日に沖縄県で開催された「第２回沖縄空
手世界大会」で首里・泊手系部門で銀賞（準優勝）・銅賞

（３位）を受賞され、報告会を市役所で行いました。
　６月11日に壮行会を行った二人が受賞され、「高齢の選
手が多数出場しており70歳の方が優勝した」「前大会ベスト
16だったので入賞出来てよかった。」など報告されました。

報告会出席者

首
しゅ

里
り

・泊
とまりて

手系　シニア男子 銀賞（準優勝）山
やま

田
だ

 英
ひで

喜
き

さん

首
しゅ

里
り

・泊
とまりて

手系　成年女子Ⅰ 銅賞（３位）　南
みなみ

 　佳
か

乃
の

さん

砲丸投げ ４位　記録：13ｍ73
東海中学校２年生　小

お

川
がわ

 莉
り

緒
お

さん
報告会出席者

　８月18日から21日の期間、福島県福島市で開催された
「第49回全日本中学校陸上競技選手権大会」で４位入賞さ
れ、報告会を市役所で行いました。
　小川さんは「13ｍ96の自己ベストを超えられなかった
が４位になることができてよかった。」と喜びを語っていま
した。

第２回沖縄空手世界大会
報告会

　志摩スペイン村において、交通安全広報大使の任命式が
行われ、同村人気キャラクターのチョッキーとトロが「交
通安全広報大使」として任命されました。
　任命式の後、三重県立志摩高等学校の生徒会で結成され
ている志摩ハイスクールパトロールアフターＧ７の皆さん
が、鳥羽警察署、鳥羽地区交通安全協会と共に来園された
お客様に子供運転免許証を交付するなど、歩行者や自転車
の交通安全について広報啓発を行いました。

9/2第49回全日本中学校
陸上競技選手権大会報告会9/2

「交通安全広報大使」任命式9/23

　市と三重県建築士会志摩支部の協働事業で、県立伊勢工
業高校建築研究部の生徒やＯＢが、阿児町神明にある旧猪
子家住宅の調査を行いました。生徒たちは古い空き家を改
修した建物の調査を通して、昔の建築の工夫や技術につい
て学びました。

高校生たちが旧猪子家住宅を 
調査しました9/4
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　東十両筆頭で迎えた九月場所
は、勝ち越しとはなりませんで
したが、ケガも無く千秋楽まで
出場しました。十一月場所では、
志摩ノ海らしい取組が見られる
よう応援しましょう！

令和四年九月場所の成績

志摩市出身の十両以上の力士をご紹介！

志摩市出身力士志摩ノ海

４勝11敗

十一月場所もお楽しみに！

　（一財）自治総合センターが宝くじの受託事業収入を財
源に、社会貢献広報事業として実施している「コミュニテ
ィ助成事業」の助成を受け、川辺区、坂崎区、下之郷区で
はデジタルカラー複合機、太鼓、ミーティングテーブルな
どの整備を行いました。この整備により、地区住民の連携
強化と相互交流、今後のさらなる地域活性化が期待できま
す。

コミュニティ活動の備品整備
～一般コミュニティ助成事業～

　志摩市で来年開催が予定されているG7交通大臣会合を
前に、斉

さい

藤
とう

鉄
てつ

夫
お

国土交通大臣が市内の会場候補地などを視
察しました。2016年の伊勢志摩サミットで首脳会議の会
場となった志摩観光ホテルでは、会議場のほかホテル内の

「伊勢志摩サミットギャラリー」も見学しました。

2023年G7交通大臣会合に向け
志摩市を視察10/10

　大規模災害時に施設を避難所として使用することを目的
に、大和リゾート株式会社Hotel&ResortsISE-SHIMAと協
定を締結しました。
　今回の協定締結により、大規模災害が発生した場合にお
いて最大180名の避難スペース確保にご協力いただきます。
　今後も、民間事業者や団体などへ協力・支援を呼びかけ、
防災・減災対策に取り組んでいきます。

　市内で100歳を迎えられる人を、市長
が訪問し、「おめでとうございます。これ
からも長生きしてください。」とお祝いの
言葉をかけました。今年度に100歳を迎
えられる人は34人で、最高齢者は105歳
の濵

はま

口
ぐち

さとゑさんでした。

　「伊勢志摩・里海トライアスロン大会2022」が浜島の
大矢浜で開催されました。
　今年は新型コロナウイルス感染防止対策を行い３年ぶり
の開催となり、全国から延べ728名の参加者が志摩の自然
の中を駆け抜けました。
　スイム1.5km、バイク40km、ラン10kmの長い道のり
を677名が完走しました。

奥
おく

山
やま

 はつよさん 山
やま

﨑
ざき

 ますゑさん 山
やま

下
した

 𛁈
し

づさん

木
きの

下
した

 敬
たかし

さん 井
い

倉
ぐら

 淑
よし

子
こ

さん 南
みなみ

 信
のぶ

子
こ

さん

吉
よし

村
むら

 秀
ひで

子
こ

さん 坂
さか

下
した

 𛀸
こ

ちょうさん 大
おお

山
やま

 千
ち

枝
え

さん

池
いけ

内
うち

 やゑさん 迫
はさ

間
ま

 幸
さち

子
こ

さん 東
あずま

 すゑのさん

宮
みや

田
た

 みさゑさん 西
にし

岡
おか

 𛁈
し

づ子さん 䕃
かげ

山
やま

 俊
とし

さん

濱
はま

口
ぐち

 ミヘさん 畑
はた

 𛁻
と

みよさん 城
しろ

山
やま

 はるゑさん

ほか16人

伊勢志摩・
里海トライアスロン大会20229/24

「Hotel&ResortsISE-SHIMA」の
避難所使用に関する協定を締結しました長寿を祝って ～長寿者褒賞～

▲川辺区 ▲坂崎区 ▲下之郷区
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問い合わせ　生涯学習スポーツ課　 44・0339　 44・5263
　　　　　　　　　　　　　　　　 kouza@city.shima.mie.jp

⃝志摩市在住、在勤、在学の人が対象です。
⃝各２次元コードの申し込みフォームまたは問い合わせ先などからお申し込みくだ

さい。
⃝ひとりにつきいくつでも申込可能です。
⃝申込みが多い場合は抽選とする場合があります。
⃝新型コロナウイルス感染拡大状況、または台風などの悪天候などによっては延期・

中止となる可能性があります。
⃝詳しくは、市ホームページに掲載する各講座のチラシをご覧ください。

申
し
込
み
方
法

初級ヨガ教室

初級ダンス教室

ふろしき活用講座

男の料理教室 「あったか肉まんづくり」男女共同参画

大きなまつぼっくりのクリスマスツリー作り

と　　き　12月４日（日）14時～16時
と こ ろ　浜島生涯学習センター 大研修室
持 ち 物　スマートフォン、充電器
定　　員　10人
申込期限　11月18日（金）

と　　き　12月４日（日）10時～11時30分
と こ ろ　大王公民館 大会議室
持 ち 物　ふろしき（なければ用意します）
定　　員　20人
申込期限　11月18日（金）

と　　き　11月26日（土）９時30分～11時30分
と こ ろ　阿児アリーナ 調理室
持 ち 物　材料費1,200円、筆記用具、エプロン、三角巾（バンダナ可）
定　　員　６人 ※男性のみ　　申込期限　11月15日（火）

と　　き　12月３日（土）９時30分～12時30分
と こ ろ　市立図書館 多目的ホール
持 ち 物　材料費3,600円、ハサミ、
　　　　　ウェットティッシュ 
定　　員　15人
申込期限　11月18日（金）

　ごみを減らす方法
として、ふろしきの
便利な使い方を学び、
またごみ問題の学習
なども行います。

　中国の家庭でよく食べられている本場の肉まんの作り方を学びます。

　高さ15cmの大き
なまつぼっくりをプ
リザーブドグリーン
や木の実で装飾する
クリスマスツリー作
り体験を開催します。

と　き　11月１日（火）、15日（火）、
　　　　29日（火）
　　　　　各日10時～11時
　　　　11月８日（火）、22日（火）
　　　　　各日19時～20時
ところ　ライトボディネオ
　　　　（阿児町鵜方3016-4）
受講料　小学生：2,000円
　　　　　　　　＊チケット３回分
　　　　一　般：3,000円
　　　　　　　　＊チケット４回分
定　員　20人
持ち物　ヨガマットまたは大判タオ

ル
申し込み・問い合わせ
　総合型地域スポーツ

クラブ『クラブ志摩』
　 52・0555
　 neo@fitnessjymlightbody.com

と　き　毎週月曜日・火曜日
　　　　小学生：18時～19時
　　　　中学生：19時～20時
ところ　
　月曜日：甲賀社会体育館
　　　　　＊旧甲賀小学校体育館
　火曜日：大王小学校体育館
受講料
　小学生：2,000円＊チケット３回分
　一　般：3,000円＊チケット４回分
持ち物　インドアシューズ、飲み物
申し込み・問い合わせ
　総合型地域スポーツク

ラブ『クラブ志摩』
　 090・7038・6631
　 muk@lilac.ocn.ne.jp

クラブ志摩からのお知らせ 習生 涯 学 講座

令和４年度 志摩市功労者表彰式
受賞おめでとうございます

　10月１日、志摩文化会館で「令和４年度志摩市功労者
表彰式」を開催しました。
　多年にわたり、地方自治の振興や公益へ貢献した功労表
彰者６人、市民の模範となる功績のあった一般表彰者２人
に表彰を行い、その功績を称えました。

功労表彰 大
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一般表彰 河
かわ

原
はら

　永
ひさ

昌
あき

　　西
にし

尾
お

　　亮
りょう

受賞者（順不同、敬称略）

楽しいスマホ写真講座
　風景など上手なスマホ
写真の撮り方について学
びます。

表彰式に出席された功労表彰者、一般表彰者の皆さん
（写真説明　前列左から）

宮本　道則　　坂口　　洋　　濵口三代和
大口　秀和　　河原　永昌　　西尾　　亮
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編集・発行／志摩市　秘書課

「広報しま」はボランティア団体の
ご協力で、視覚障がいのある人に音
訳（朗読）ＣＤによる広報をお届け
しています。


